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は
じ
め
に

ア
メ
リ
カ
の
Ｓ
Ｆ
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
シ
リ
ー
ズ
で
映
画
も
制
作
さ
れ

て
い
る
『
ス
タ
ー
・
ト
レ
ッ
ク
』
に
カ
ト
ー
と
い
う
日
系
人
が
登
場

す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
演
じ
た
役
者
が
日
系
人
だ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
日
本
語
吹
き
替
え
版
に
つ
け
ら
れ
た
日
本
版
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

役
名
で
あ
り
、
実
際
の
役
名
は
ヒ
カ
ル
・
ス
ー
ル
ー
と
い
う
。
ヒ
カ

ル
は
光
源
氏
、
ス
ー
ル
ー
は
ス
ー
ル
ー
海
に
由
来
す
る
。
ス
ー
ル
ー

海
か
ら
名
前
を
取
っ
た
理
由
は
、
後
づ
け
と
思
わ
れ
る
も
の
を
含
め

て
い
く
つ
か
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
に
、
こ
の
役
に
ア
ジ
ア
系

で
あ
り
な
が
ら
特
定
の
国
籍
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
た
く
な
か
っ
た
制
作

者
が
、
ア
ジ
ア
の
海
の
う
ち
複
数
の
国
に
接
し
て
い
る
ス
ー
ル
ー
海

を
見
出
し
た
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

ス
ー
ル
ー
海
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
南
西
部
に
位
置
す
る
。
ミ
ン
ダ
ナ

オ
島
と
ボ
ル
ネ
オ
島
（
カ
リ
マ
ン
タ
ン
島
）
の
間
に
あ
り
、
そ
こ
に

は
南
南
西
か
ら
東
北
東
に
か
け
て
約
三
〇
〇
キ
ロ
に
及
ぶ
ス
ー
ル
ー

諸
島
が
存
在
す
る
。
ス
ー
ル
ー
諸
島
に
は
一
五
世
紀
か
ら
一
九
世
紀

に
か
け
て
ス
ー
ル
ー
王
国
が
繁
栄
し
、
植
民
地
化
と
独
立
に
よ
り

フ
ィ
リ
ピ
ン
領
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

こ
の
海
域
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
中
央
政
府
か
ら
も
マ
レ
ー
シ
ア
の

連
邦
政
府
か
ら
も
辺
境
と
し
て
長
く
関
心
の
埒
外
に
置
か
れ
て
き
た

が
、
二
〇
一
三
年
に
入
っ
て
両
国
政
府
お
よ
び
国
際
社
会
の
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
三
月
一
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
バ
州

の
東
海
岸
ラ
ハ
ダ
ト
ゥ
で
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
を
名
乗
る
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
武
装
集
団
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
治
安
部
隊
の
間
で
銃
撃
戦
が
生

じ
、
双
方
あ
わ
せ
て
一
四
人
の
死
者
が
出
る
事
件
が
発
生
し
た
。
そ

第
Ⅱ
部 

東
南
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
と
地
域
研
究

「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」兵
士
侵
入
事
件

山
本
博
之
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の
翌
日
に
は
、
サ
バ
州
の
別
の
村
で
地
元
警
察
と
武
装
集
団
の
銃
撃

戦
が
生
じ
、
双
方
あ
わ
せ
て
少
な
く
と
も
一
三
人
が
死
亡
し
た
。
三

月
五
日
に
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
警
察
と
国
軍
の
合
同
に
よ
る
「
ス
ー

ル
ー
王
国
軍
」
の
大
規
模
な
殲
滅
作
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

意
見
の
違
い
を
暴
力
の
行
使
に
頼
ら
ず
解
決
す
る
文
化
を
作
り
上

げ
て
き
た
マ
レ
ー
シ
ア
で
、
多
数
の
死
傷
者
が
出
る
銃
撃
戦
や
大
規

模
な
軍
事
作
戦
の
展
開
が
続
い
た
こ
と
は
大
き
な
衝
撃
を
も
っ
て
受

け
止
め
ら
れ
た
。
こ
の
事
件
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の

か
。
ま
た
、「
サ
バ
領
有
権
問
題
」「
旧
ス
ー
ル
ー
王
国
の
ス
ル
タ
ン

の
末
裔
」「
イ
ス
ラ
ム
武
装
集
団
」
な
ど
の
言
葉
で
語
ら
れ
て
い
る

こ
の
出
来
事
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

本
稿
で
は
、
二
〇
一
三
年
三
月
に
発
生
し
た
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」

兵
士
の
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
バ
州
東
海
岸
へ
の
侵
入
事
件
を
取
り
上
げ
、

上
記
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、
こ
の
事
件
は
、
治

安
上
の
理
由
か
ら
情
報
が
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
に
全
体
像
を
掴
み

に
く
い
。
本
稿
で
は
、
主
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
一
般
報
道
情
報
を
も
と

に
、
サ
バ
州
の
政
府
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
等
に
よ
っ
て
可
能

な
限
り
補
い
な
が
ら
、
事
件
の
経
緯
お
よ
び
意
味
を
検
討
す
る
。

Ⅰ
サ
バ
州
ラ
ハ
ダ
ト
ゥ
の
位
置

サ
バ
州
は
、
連
邦
国
家
マ
レ
ー
シ
ア
を
構
成
す
る
一
三
州
の
一
つ

で
、
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
が
位
置
す
る
半
島
部
マ
レ
ー
シ
ア
で

は
な
く
、
そ
こ
か
ら
南
シ
ナ
海
を
挟
ん
だ
ボ
ル
ネ
オ
島
に
位
置
す

る
。
サ
バ
州
の
本
島
面
積
は
約
七
・
四
万
平
方
キ
ロ
で
、
北
海
道

（
本
島
面
積
約
七
・
八
万
平
方
キ
ロ
）
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
る＊

１

。

地
理
的
関
係
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
に
北
海
道
の
例
を
使
う
な
ら

ば
、
サ
バ
州
の
州
都
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
は
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
と
約
一

六
〇
〇
キ
ロ
離
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
お
お
よ
そ
札
幌
と
石
垣
島
の
距

離
に
あ
た
る
（
図
１
参
照
）。

事
件
の
主
な
舞
台
は
、
サ
バ
州
東
海
岸
の
ラ
ハ
ダ
ト
ゥ
郡
に
あ
る

タ
ン
ド
ゥ
オ
村
と
い
う
小
さ
な
村
だ
っ
た
。
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
か
ら
ラ

ハ
ダ
ト
ゥ
郡
の
中
心
地
ラ
ハ
ダ
ト
ゥ
町
ま
で
約
二
七
〇
キ
ロ
あ
り
、

そ
こ
か
ら
タ
ン
ド
ゥ
オ
村
ま
で
さ
ら
に
約
一
三
〇
キ
ロ
あ
る
。
再
び

北
海
道
を
例
に
と
る
と
、
札
幌
か
ら
根
室
ま
で
が
約
三
四
〇
キ
ロ
な

の
で
、
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
か
ら
タ
ン
ド
ゥ
オ
村
ま
で
は
そ
れ
よ
り
も
遠

い
こ
と
に
な
る
。

サ
バ
州
東
海
岸
は
、
熱
帯
雨
林
が
広
が
る
土
地
に
、
沿
岸
部
や
川

沿
い
、
そ
し
て
内
陸
部
の
盆
地
に
人
々
が
ま
ば
ら
に
住
ん
で
い
る
土

地
で
あ
る
。
最
近
は
大
規
模
開
発
に
よ
る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
も
作
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
周
囲
に
村
が
点
在
し
て
い
る
。
タ
ン
ド
ゥ
オ
村

も
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
が
広
が
る
土
地
の
、
海
辺
の
小
さ
な
村
で
あ

る
。
タ
ン
ド
ゥ
オ
村
は
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
か
ら
も
ラ
ハ
ダ
ト
ゥ
か
ら
も

遠
く
離
れ
て
い
る
が
、
目
の
前
に
広
が
る
海
の
す
ぐ
向
こ
う
に
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
領
の
ス
ー
ル
ー
諸
島
が
あ
る
。
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Ⅱ
事
件
の
経
緯

二
〇
一
三
年
二
月
一
二
日
頃
、「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
を
名
乗
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
武
装
集
団
が
ラ
ハ
ダ
ト
ゥ
の
海
岸
に
侵
入
し
て
タ
ン

ド
ゥ
オ
村
を
占
拠
し
た
。
侵
入
者
の
人
数
は
報
道
に
よ
っ
て
約
一
〇

〇
人
か
ら
約
四
〇
〇
人
ま
で
幅
が
あ
り
、
そ
の
全
員
が
ス
ー
ル
ー
諸

島
か
ら
来
た
の
か
、
そ
れ
と
も
一
部
は
サ
バ
在
住
者
で
ス
ー
ル
ー
諸

島
か
ら
来
た
人
々
と
合
流
し
た
の
か
な
ど
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

「
ス
ー
ル
ー
王
国
の
ス
ル
タ
ン
」
を
名
乗
り
、「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」

を
派
遣
し
た
と
さ
れ
る
ジ
ャ
マ
ル
ル
・
キ
ラ
ム
三
世
は
、
派
遣
人
数

を
二
二
五
人
と
言
っ
た
と
報
じ
ら
れ
た＊

２

。

「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
が
タ
ン
ド
ゥ
オ
村
を
占
拠
す
る
と
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
治
安
部
隊
は
タ
ン
ド
ゥ
オ
村
を
包
囲
し
、
投
降
を
呼
び

か
け
る
ビ
ラ
を
撒
い
た
り
し
て
平
和
的
な
解
決
を
試
み
て
い
た
。
し

か
し
三
月
一
日
、
タ
ン
ド
ゥ
オ
村
で
治
安
当
局
と
武
装
集
団
の
間
で

銃
撃
戦
が
生
じ
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
治
安
当
局
の
隊
員
二
人
と
「
ス
ー

ル
ー
王
国
軍
」
側
の
メ
ン
バ
ー
一
二
人
が
死
亡
し
た＊

３

。

こ
の
と
き
マ
レ
ー
シ
ア
側
で
犠
牲
に
な
っ
た
の
は
、
マ
レ
ー
シ
ア

警
察
の
対
テ
ロ
対
策
特
殊
部
隊
で
あ
る
Ｖ
Ａ
Ｔ
６
９
部
隊
（Very 

A
ble Trooper-69

）
に
所
属
す
る
二
人
の
隊
員
だ
っ
た
。
Ｖ
Ａ
Ｔ
６

９
部
隊
は
、
イ
ギ
リ
ス
陸
軍
の
特
殊
空
挺
部
隊
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
に
倣
っ

クアラル
ンプール

⇔コタキ
ナバル（

1623㎞
）

コタキナバル⇔ラハダトゥ（271㎞）

タイ

インドネシア
シンガポール インドネシア

フィリピン
サバ州

石垣島⇔
札幌（1

627㎞）
札幌⇔根室（343㎞）

サバ州
・面積  7万3631平方キロ
・人口（全体）312万人（2010）
・人口（国民）224万人（2010）

北海道
・本島面積  7万7984平方キロ
・人口  548万人（2010）
・人口（札幌市）191万人（2010）

図1　サバ州とラハダトゥの位置
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て
、
共
産
主
義
ゲ
リ
ラ
対
策
の
た
め
一
九
六
九
年
に
作
ら
れ
た
。
一

九
七
五
年
の
日
本
赤
軍
事
件
を
機
に
設
立
さ
れ
た
Ｕ
Ｔ
Ｋ
部
隊

（U
nit T

indak K
has

）
と
と
も
に
マ
レ
ー
シ
ア
警
察
の
テ
ロ
対
策

の
特
別
部
隊
の
も
と
に
置
か
れ
、
Ｕ
Ｔ
Ｋ
部
隊
は
潜
入
捜
査
、
Ｖ
Ａ

Ｔ
６
９
部
隊
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
の
作
戦
を
中
心
と
し
、
半
島
部
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
ス
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州
以
南
を
Ｕ
Ｔ
Ｋ
部
隊
、
そ
れ
よ
り

北
を
Ｖ
Ａ
Ｔ
６
９
部
隊
が
管
轄
し
て
い
る
。
二
人
の
隊
員
は
、
こ
の

事
件
の
対
応
の
た
め
半
島
部
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
サ
バ
州
に
派
遣
さ

れ
、
職
務
遂
行
中
に
命
を
失
っ
た
。
ス
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州
出
身
の
四
六

歳
の
隊
員
と
ト
レ
ン
ガ
ヌ
州
出
身
の
二
九
歳
の
隊
員
で
、
と
く
に
ト

レ
ン
ガ
ヌ
州
出
身
の
隊
員
の
家
庭
で
は
二
歳
と
一
歳
の
男
の
子
二
人

を
抱
え
た
妻
が
残
さ
れ
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
大
き
く
報
じ
ら
れ
て
国
民

的
な
同
情
を
買
っ
た
。

こ
の
事
件
と
関
連
し
て
、
ラ
ハ
ダ
ト
ゥ
以
外
の
場
所
で
も
銃
撃
戦

な
ど
の
事
件
が
い
く
つ
か
報
じ
ら
れ
た
（
図
２
参
照
）。
三
月
二
日
、

セ
ン
ポ
ル
ナ
で
治
安
当
局
と
武
装
集
団
の
間
で
銃
撃
戦
が
発
生
し
、

警
官
六
人
、
武
装
集
団
メ
ン
バ
ー
七
人
が
死
亡
し
た
。
前
日
の
銃
撃

戦
か
ら
逃
れ
た
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
兵
士
が
村
に
潜
入
し
た
と
い

う
通
報
を
受
け
て
地
元
の
警
察
が
捜
査
に
赴
い
た
と
こ
ろ
、
発
砲
さ

れ
て
銃
撃
戦
に
な
っ
た
と
い
う
。
犠
牲
に
な
っ
た
警
官
は
ほ
と
ん
ど

が
サ
バ
州
出
身
者
だ
っ
た
。
警
察
は
、
は
じ
め
こ
の
事
件
は
タ
ン

ド
ゥ
オ
村
の
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
と
無
関
係
だ
と
言
っ
て
い
た

が
、
後
に
こ
れ
も
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
の
関
係
者
に
含
め
ら
れ

ラハダトゥ
タンドゥオ村

クナック

センポルナ

▶2月12日頃、「スールー王
国軍」を名乗る武装集団
が侵入
▶ラハダトゥ郡タンドゥオ
村を占拠
▶3月1日、タンドゥオ村で
銃撃戦、15人死亡
▶3月2日、センポルナで銃
撃戦、13人死亡
▶3月2日、クナックで武装
集団メンバー10人を逮捕
▶3月3日、センポルナで住
民が武装者を撲殺
▶3月4日、治安部隊を増派
▶3月5日、警察と陸海空3
軍による大規模な殲滅作
戦を開始
▶3月7日までに治安当局は
ほぼ全域を制圧
▶治安当局8人、市民1人を
含む60人が死亡

図2　「スールー王国軍兵士」侵入事件の経緯
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た
。
ま
た
、
同
じ
日
に
、
地
元
警
察
は
、
サ
バ
州
東
海
岸
の
ク
ナ
ッ

ク
で
武
装
し
た
三
人
を
含
む
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
兵
士
一
〇
人
を

逮
捕
し
た
。

さ
ら
に
三
月
三
日
に
は
、
セ
ン
ポ
ル
ナ
の
別
の
村
で
、
住
民
が

「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
兵
士
を
撲
殺
す
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

事
件
が
発
生
し
た
。
住
民
ら
の
話
を
ま
と
め
た
警
察
に
よ
る
と
、
銃

を
持
っ
た
一
人
の
男
が
村
に
や
っ
て
き
て
、
住
民
た
ち
を
銃
で
脅
し

て
村
の
広
場
に
集
め
、
こ
の
村
を
自
分
の
支
配
下
に
置
こ
う
と
し
た

が
、
男
が
タ
バ
コ
を
吸
お
う
と
銃
を
置
い
た
瞬
間
に
若
者
た
ち
が
飛

び
か
か
り
、
も
み
合
っ
て
い
る
う
ち
に
誤
っ
て
殺
し
て
し
ま
っ
た
と

い
う
。
警
察
は
、
こ
の
よ
う
な
実
力
行
使
は
本
来
な
ら
許
さ
れ
な
い

が
、
男
が
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
兵
士
を
名
乗
っ
た
と
い
う
特
殊
な

事
情
が
あ
る
た
め
に
情
状
酌
量
の
余
地
が
あ
る
と
述
べ
た
。
殺
さ
れ

た
男
の
身
許
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
遺
品
か
ら
「
モ
ロ
民

族
解
放
戦
線
」（
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
）
の
身
分
証
が
出
て
き
た
た
め
、「
ス
ー

ル
ー
王
国
軍
」
の
関
係
者
だ
と
さ
れ
た
。

「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
の
目
撃
情
報
は
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
サ
バ

州
各
地
で
警
察
に
寄
せ
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
東
海
岸
の
タ
ワ
ウ
で
は

「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
に
よ
る
車
上
荒
ら
し
の
被
害
が
通
報
さ
れ
、

警
察
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
車
上
荒
ら
し
の
被
害
は
確
か
に
あ
っ
た

が
、
犯
人
は
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
と
は
無
関
係
の
人
物
だ
っ
た
と

い
う
。
こ
の
ほ
か
に
も
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
の
目
撃
情
報
が
何
件

も
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
警
察
が
捜
査
に
当
た
っ
た
。
目
撃
情
報
や

噂
は
東
海
岸
か
ら
遠
く
離
れ
た
州
都
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
に
も
及
び
、

「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
兵
士
が
近
隣
の
村
か
ら
州
都
に
向
か
っ
て
い

る
と
い
う
情
報
も
飛
び
交
っ
た
が
、
そ
の
実
体
は
な
く
、
警
察
は

「
噂
を
信
じ
な
い
よ
う
に
」
と
呼
び
か
け
た
。

「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
兵
士
が
サ
バ
州
各
地
に
出
没
し
て
い
る
と

い
う
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
る
な
か
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
サ
バ
州
東

海
岸
に
治
安
部
隊
を
増
派
し
、
三
月
五
日
に
警
察
と
陸
海
空
三
軍
の

共
同
作
戦
に
よ
る
大
規
模
な
包
囲
殲
滅
作
戦
を
開
始
し
た
。「
ス
ー

ル
ー
王
国
軍
」
兵
士
が
占
拠
す
る
タ
ン
ド
ゥ
オ
村
と
近
隣
の
タ
ン

ジ
ュ
ン
バ
ト
ゥ
村
を
対
象
に
、
戦
闘
機
に
よ
る
空
爆
お
よ
び
陸
上
と

海
上
か
ら
包
囲
し
た
攻
撃
を
加
え
、
治
安
当
局
は
三
月
七
日
ま
で
に

ほ
ぼ
全
域
を
制
圧
し
た
と
発
表
し
た
。「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
側
は

少
な
く
と
も
五
一
人
が
死
亡
し
、
先
に
銃
撃
戦
で
死
亡
し
た
警
察
の

八
人
と
民
間
人
一
人
を
加
え
、
こ
の
一
連
の
出
来
事
で
少
な
く
と
も

六
〇
人
が
死
亡
し
た
こ
と
に
な
る
。

三
月
七
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
サ
バ
州
東
海
岸
の
五
つ
の
郡
を

特
別
保
安
地
域
に
指
定
し
て
、
軍
と
警
察
を
追
加
配
備
し
た
。
さ
ら

に
、「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
兵
士
が
住
民
に
紛
れ
て
逃
亡
し
て
い
る

と
し
て
、
警
察
が
追
跡
捜
査
を
続
け
て
い
る
。
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Ⅲ
ス
ー
ル
ー
王
国
と
サ
バ
領
有
権
問
題

こ
の
事
件
の
首
謀
者
と
さ
れ
る
ス
ー
ル
ー
王
国
の
ス
ル
タ
ン
と
は

何
者
で
、
サ
バ
領
有
権
の
主
張
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。

１
ス
ー
ル
ー
王
国
と
サ
バ
領
有
権＊

４

ボ
ル
ネ
オ
島
北
部
に
位
置
す
る
サ
バ
が
一
つ
の
行
政
単
位
と
な
る

の
は
、
一
八
八
一
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
北
ボ
ル
ネ
オ
会
社
に
よ
っ
て
こ

の
土
地
が
統
治
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る＊

５

。

一
八
八
一
年
よ
り
前
、
サ
バ
は
ブ
ル
ネ
イ
と
ス
ー
ル
ー
の
二
人
の

ス
ル
タ
ン
に
よ
る
二
重
の
統
治
領
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
サ
バ
全
域
に

二
人
の
ス
ル
タ
ン
の
支
配
が
及
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
当
時
、

こ
の
地
域
の
支
配
は
川
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た
。
熱
帯
雨
林
に
は
野

生
動
物
や
病
気
が
多
く
、
人
々
は
沿
岸
部
や
川
沿
い
に
住
ん
で
い

た
。
内
陸
部
で
は
川
が
主
な
交
通
路
だ
っ
た
た
め
、
河
口
を
押
さ
え

て
お
け
ば
人
の
動
き
も
物
流
も
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
川
ご
と

の
支
配
と
言
っ
て
も
、
実
際
に
は
影
響
力
は
せ
い
ぜ
い
河
口
や
周
囲

の
沿
岸
部
に
し
か
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。

川
ご
と
に
支
配
者
が
お
り
、
そ
れ
を
名
目
上
支
配
し
て
い
る
の
が

ス
ル
タ
ン
だ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
サ
バ
は
ス
ル
タ
ン
の
統
治
下
に

あ
っ
た
も
の
の
、
ス
ル
タ
ン
が
直
接
統
治
し
て
い
る
わ
け
で
も
、
ス

ル
タ
ン
の
統
治
が
北
海
道
と
ほ
ぼ
同
じ
広
が
り
を
持
つ
サ
バ
全
域
に

及
ん
で
い
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
ま
た
、
川
ご
と
の
支
配
者
と
ス

ル
タ
ン
の
間
で
は
、
必
ず
し
も
ス
ル
タ
ン
の
力
が
強
い
わ
け
で
は
な

く
、
川
ご
と
の
支
配
者
が
ス
ル
タ
ン
に
反
抗
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

あ
っ
た
。
ま
た
、
あ
る
川
に
対
す
る
名
目
上
の
支
配
権
を
ス
ル
タ
ン

が
別
の
人
物
や
会
社
に
売
っ
た
り
譲
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

一
八
八
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
北
ボ
ル
ネ
オ
会
社
が
設
立
さ
れ
た
の

は
、
駐
香
港
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
事
の
オ
フ
ェ
ル
ベ
ク
と
イ
ギ
リ
ス
人

商
人
の
デ
ン
ト
兄
弟
が
転
売
目
的
で
ボ
ル
ネ
オ
島
北
部
の
権
利
を
買

い
集
め
た
も
の
の
、
買
い
手
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
に
北
ボ
ル

ネ
オ
会
社
を
設
立
し
て
経
済
開
発
を
試
み
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

オ
フ
ェ
ル
ベ
ク
ら
は
一
八
七
八
年
に
サ
バ
西
海
岸
の
い
く
つ
か
の

川
の
支
配
権
を
ブ
ル
ネ
イ
の
ス
ル
タ
ン
か
ら
手
に
入
れ
た
が
、
名
目

上
の
支
配
者
が
ス
ル
タ
ン
か
ら
イ
ギ
リ
ス
人
に
変
わ
っ
て
も
住
民
が

イ
ギ
リ
ス
人
に
従
う
と
は
限
ら
な
い
。
銃
な
ど
の
武
器
の
力
を
借
り

て
言
う
こ
と
を
聞
か
せ
よ
う
と
し
て
も
、
北
ボ
ル
ネ
オ
会
社
が
支
配

権
を
持
た
な
い
隣
の
川
の
流
域
に
逃
げ
ら
れ
れ
ば
そ
れ
以
上
追
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
北
ボ
ル
ネ
オ
会
社
は
約
二
〇
年
か
け

て
ブ
ル
ネ
イ
の
ス
ル
タ
ン
か
ら
川
を
一
本
一
本
買
い
、
現
在
の
サ
バ

州
の
領
域
を
北
ボ
ル
ネ
オ
会
社
の
統
治
領
域
と
し
て
整
え
て
い
っ
た＊

６

。

他
方
、
オ
フ
ェ
ル
ベ
ク
ら
は
ス
ー
ル
ー
の
ス
ル
タ
ン
か
ら
一
八
七

八
年
に
サ
バ
を
一
括
し
て
買
い
取
っ
た
。
こ
の
と
き
契
約
書
に
書
か
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れ
て
い
た
の
は
「
パ
ジ
ャ
ッ
ク
」（pajak

）
と
い
う
言
葉
だ
っ
た
。

こ
れ
を
オ
フ
ェ
ル
ベ
ク
ら
は
「
割
譲
」
と
解
釈
し
た
の
に
対
し
、

ス
ー
ル
ー
の
ス
ル
タ
ン
は
「
租
借
」
と
解
釈
し
、
こ
れ
が
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
サ
バ
領
有
権
問
題
の
起
源
と
な
っ
た
。
北
ボ
ル
ネ
オ
会
社
は

「
パ
ジ
ャ
ッ
ク
」
の
対
価
と
し
て
ス
ー
ル
ー
の
ス
ル
タ
ン
に
毎
年
五

〇
〇
〇
海
峡
ド
ル
を
払
う
契
約
を
結
ん
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、

北
ボ
ル
ネ
オ
会
社
は
購
入
代
金
の
分
割
払
い
で
あ
る
と
解
釈
し
た
の

に
対
し
、
ス
ー
ル
ー
の
ス
ル
タ
ン
は
借
料
を
毎
年
受
け
取
っ
て
い
る

と
解
釈
し
、
両
者
の
解
釈
は
食
い
違
っ
て
い
た＊

７

。

一
九
五
〇
年
代
に
入
っ
て
サ
バ
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
を
構
想

す
る
よ
う
に
な
り
、
サ
バ
は
単
独
で
独
立
す
る
の
か
、
近
隣
の
サ
ラ

ワ
ク
や
ブ
ル
ネ
イ
と
一
緒
に
ボ
ル
ネ
オ
連
合
と
し
て
独
立
す
る
の

か
、
そ
れ
と
も
同
じ
イ
ギ
リ
ス
領
だ
っ
た
マ
ラ
ヤ
連
邦
と
合
併
し
て

独
立
す
る
の
か
が
検
討
さ
れ
始
め
た＊

８

。
そ
れ
ら
の
案
の
一
つ
と
し

て
、
一
九
五
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
た
マ
ラ
ヤ
連
邦
と
と
も

に
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
う
新
連
邦
を
作
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
る
と
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
こ
の
構
想
に
反
対
し
た
。

ス
ー
ル
ー
王
国
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
の
植
民
地
支
配
者
が
ス
ペ

イ
ン
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
な
っ
た
と
き
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
一
部
に
組
み

込
ま
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
ス
ー
ル
ー
王
国
の
存
在
を
公
式
に
認

め
な
く
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
マ
レ
ー
シ
ア

構
想
に
反
対
す
る
過
程
で
、
サ
バ
は
ス
ー
ル
ー
王
国
の
ス
ル
タ
ン
の

領
土
で
あ
り
、
ス
ー
ル
ー
王
国
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
一
部
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
サ
バ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
領
土
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ

が
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
に
よ
る
サ
バ
領
有
権
の
主
張
と
な
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
よ
る
サ
バ
領
有
権
の
主
張
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ

る
こ
と
は
本
稿
の
目
的
か
ら
外
れ
る
の
で
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い

が
、
土
地
の
所
有
権
を
誰
が
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の

土
地
の
主
権
が
誰
に
属
す
か
は
別
で
あ
る
こ
と
は
確
認
し
て
お
き
た

い
。
所
有
権
に
関
し
て
は
、
一
八
七
八
年
の
「
パ
ジ
ャ
ッ
ク
」
が
割

譲
な
の
か
租
借
な
の
か
が
問
題
と
な
り
、
北
ボ
ル
ネ
オ
会
社
が
ス
ー

ル
ー
の
ス
ル
タ
ン
に
毎
年
払
っ
た
の
が
購
入
代
金
の
分
割
払
い
な
の

か
毎
年
の
賃
借
料
な
の
か
と
い
う
問
題
と
関
連
し
て
議
論
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
仮
に
「
パ
ジ
ャ
ッ
ク
」
が
租
借
で
あ
り
、
ス
ー
ル
ー

王
国
の
ス
ル
タ
ン
に
毎
年
払
わ
れ
て
い
た
の
が
賃
借
料
だ
っ
た
と
解

釈
し
て
も
、
そ
の
こ
と
と
サ
バ
の
主
権
は
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き

だ
ろ
う
。
一
九
六
一
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
構
想
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
二

年
後
に
マ
レ
ー
シ
ア
が
結
成
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
サ
バ
の
独
立
の
あ

り
方
に
関
す
る
住
民
の
意
向
調
査
が
二
回
行
わ
れ
た
。
一
回
目
は
一

九
六
二
年
の
コ
ボ
ル
ド
調
査
団
に
よ
る
調
査
で
、
サ
バ
の
住
民
は
マ

レ
ー
シ
ア
結
成
に
お
お
む
ね
賛
成
と
い
う
結
論
を
得
た
。
た
だ
し
、

こ
の
調
査
団
は
イ
ギ
リ
ス
と
マ
ラ
ヤ
連
邦
が
指
名
し
た
た
め
に
中
立

性
を
欠
く
と
い
う
批
判
も
可
能
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
と

マ
ラ
ヤ
連
邦
は
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
独
立
と
マ
レ
ー
シ
ア
結
成
の

日
程
を
延
期
し
て
、
一
九
六
三
年
に
国
連
が
改
め
て
住
民
の
意
向
調

査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
サ
バ
の
住
民
は
マ
レ
ー
シ
ア
結
成
に
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賛
成
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
一
九
六
三
年
に
マ
レ
ー

シ
ア
が
結
成
さ
れ
、
サ
バ
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
一
州
と
な
っ
た
。
名
目

上
の
支
配
者
で
あ
る
ス
ル
タ
ン
の
意
向
で
は
な
く
サ
バ
の
住
民
の
意

向
に
従
う
な
ら
ば
、
サ
バ
の
帰
属
は
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
う
こ
と
に
な

る
。２

ス
ー
ル
ー
王
国
と
ミ
ン
ダ
ナ
オ
紛
争

今
回
の
事
件
の
首
謀
者
と
さ
れ
る
ス
ー
ル
ー
王
国
の
ス
ル
タ
ン
と

は
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
。
ま
ず
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、

「
ス
ー
ル
ー
王
国
の
ス
ル
タ
ン
」
を
名
乗
る
人
物
は
一
人
で
は
な

く
、
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
人
物
だ
け
で
も
数
人
い
る
し
、
実

際
に
は
さ
ら
に
多
く
の
人
々
が
い
る
こ
と
で
あ
る
（
図
３
参
照
）。

ス
ー
ル
ー
王
国
は
一
五
世
紀
か
ら
続
い
て
い
る
が
、
サ
バ
を
オ

フ
ェ
ル
ベ
ク
ら
に
「
パ
ジ
ャ
ッ
ク
」
し
た
の
は
第
二
九
代
ス
ル
タ
ン

の
ジ
ャ
マ
ル
ル
・
ア
ラ
ム
（
統
治
一
八
六
二
―
一
八
八
一
）
だ
っ

た
。
第
三
〇
代
ス
ル
タ
ン
は
そ
の
息
子
バ
ダ
ル
ッ
デ
ィ
ン
二
世
（
一

八
八
一
―
一
八
八
四
）、
第
三
一
代
ス
ル
タ
ン
は
そ
の
弟
ジ
ャ
マ
ル

ル
・
キ
ラ
ム
二
世
（
一
八
八
四
―
一
九
三
六
）
で
、
第
三
二
代
ス
ル

タ
ン
に
は
そ
の
弟
の
ム
ワ
リ
ル
・
ワ
シ
ト
二
世
が
就
く
こ
と
に
な
っ

て
い
た
が
、
即
位
直
前
に
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
後
し
ば
ら
く
、
複
数

の
家
系
か
ら
立
て
ら
れ
た
複
数
の
ス
ル
タ
ン
が
競
合
す
る
。
第
二
次

世
界
大
戦
の
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
軍
が
認
め
る
ス

Jamalul Alam
29（1862-1881）

BadaruddinⅡ
30（1881-1884）

Aminul UmaraⅠ
 （Ombra Amilbangsa）
 （1936-1950）

Jainal Abirin
 （1936-1950）

1878年にサバを
「割譲」

Jamalul KiramⅡ
31（1884-1936）

Muwallil WasitⅡ
32（1936-1936）

Julaspi Kiram
 （1936?-1994）

Esmael KiramⅠ
33（1950-1974）

Muhakuttah Kiram
34（1974-1986）

Punjungan Kiram
 （1980-1983）

Akijal Atti
 （1990-1999）

Rodinood
 （2004-）

2008年、マレーシア政
府がスルタンの資産相
続人と認知

2011年2月、サバで第33代
スルタン即位を発表（後に
撤回）

Mohd Akjan
 （2011）

Muedzul Lai Tan Kiram
 （1986-2012raja muda)
35（2012-） 2012年9月に第35

代スルタンへの即
位を発表

Jamalul KiramⅢ
 （1983-1990）

Esmael KiramⅡ
 （1999-）

Agbimuddin Kiram
 （Azzimudie Kiram）
 （raja muda）

2012年11月に一族が集まり、
Jamalul Kiram Ⅲを対外的な
スルタン、Esmael Kiram Ⅱ
を対内的なスルタンとするこ
とに合意

2011年以降のスルタン
 （自称を含む）

2013年2月ラハダトゥ
侵入の関係者

図3　スールー王国のスルタン
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ル
タ
ン
、
ア
メ
リ
カ
側
に
つ
く
ス
ル
タ
ン
、
サ
バ
の
ス
ル
ッ
ク
人
と

繋
が
る
ス
ル
タ
ン
な
ど
、
外
部
世
界
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
勢
力
と
結

び
つ
い
て
ス
ル
タ
ン
を
名
乗
る
人
物
が
複
数
現
れ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
五
〇
年
に
は
イ
ス
マ
イ
ル
・
キ
ラ
ム

一
世
（
一
九
五
〇
―
一
九
七
四
）
が
第
三
三
代
ス
ル
タ
ン
と
な
っ
た

が
、
そ
の
死
後
、
そ
の
弟
の
プ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
ン
・
キ
ラ
ム
と
息
子
の

ム
ハ
ク
ッ
タ
・
キ
ラ
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
ス
ル
タ
ン
を
名
乗
り
、
こ
の
二

つ
の
家
系
で
別
々
に
ス
ル
タ
ン
位
が
継
が
れ
て
い
っ
た
。

プ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
ン
・
キ
ラ
ム
（
一
九
八
〇
―
一
九
八
三
）
の
家
系

で
は
、
息
子
の
ジ
ャ
マ
ル
ル
・
キ
ラ
ム
三
世
（
一
九
八
三
―
一
九
九

〇
）
な
ど
を
経
て
、
そ
の
弟
の
イ
ス
マ
エ
ル
・
キ
ラ
ム
二
世
が
一
九

九
九
年
よ
り
ス
ル
タ
ン
と
な
っ
て
現
在
に
至
る
。

他
方
、
ム
ハ
ク
ッ
タ
・
キ
ラ
ム
（
一
九
七
四
―
一
九
八
六
）
の
家

系
で
は
、
第
三
四
代
ス
ル
タ
ン
の
ム
ハ
ク
ッ
タ
・
キ
ラ
ム
が
一
九
八

六
年
に
亡
く
な
る
と
、
そ
の
息
子
の
ム
ズ
ル
・
ラ
イ
・
タ
ン
・
キ
ラ

ム
が
ラ
ジ
ャ
ム
ダ
に
即
位
し
た＊

９

。

二
〇
一
二
年
九
月
、
ム
ズ
ル
・
ラ
イ
・
タ
ン
・
キ
ラ
ム
が
第
三
五

代
ス
ル
タ
ン
に
即
位
し
た
と
発
表
さ
れ
る
と
、
こ
れ
を
受
け
る
形

で
、
同
年
一
一
月
に
イ
ス
マ
エ
ル
・
キ
ラ
ム
二
世
の
家
族
が
集
ま

り
、
イ
ス
マ
エ
ル
・
キ
ラ
ム
二
世
が
引
き
続
き
ス
ル
タ
ン
で
あ
る
こ

と
、
た
だ
し
そ
の
兄
で
元
ス
ル
タ
ン
で
あ
る
マ
ニ
ラ
在
住
の
ジ
ャ
マ

ル
ル
・
キ
ラ
ム
三
世
が
対
外
的
な
ス
ル
タ
ン
を
務
め
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
こ
の
ジ
ャ
マ
ル
ル
・
キ
ラ
ム
三
世
が
、
今
回
「
ス
ー
ル
ー

王
国
軍
」
兵
士
を
サ
バ
州
に
派
遣
し
た
「
ス
ー
ル
ー
王
国
の
ス
ル
タ

ン
」
で
あ
る＊

10

。
ま
た
、
そ
の
弟
の
ア
ジ
ム
ッ
デ
ィ
ン
・
キ
ラ
ム＊

11

は
、

ラ
ジ
ャ
ム
ダ
と
し
て
武
装
集
団
を
率
い
て
サ
バ
州
に
侵
入
し
た
と
さ

れ
て
い
る
。

上
で
あ
げ
た
自
称
ス
ル
タ
ン
た
ち
は
い
ず
れ
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
生

ま
れ
育
っ
て
い
る
が
、
サ
バ
州
で
生
ま
れ
育
っ
た
自
称
ス
ル
タ
ン
も

い
た
。
二
〇
一
一
年
二
月
、
モ
ハ
マ
ド
・
ア
ク
ジ
ャ
ン
と
い
う
人
物

が
ス
ー
ル
ー
の
第
三
三
代
ス
ル
タ
ン
に
即
位
し
た
と
発
表
し
、
マ

レ
ー
シ
ア
政
府
に
と
っ
て
重
大
問
題
と
な
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
で

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
直
轄
植
民
地
だ
っ
た
サ
バ
州
な
ど
の
四
つ
の
州
を

除
く
各
州
に
ス
ル
タ
ン
が
い
る＊

12

。
ス
ル
タ
ン
は
世
襲
で
、
各
州
の
イ

ス
ラ
ム
教
の
擁
護
者
で
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
王
は
ス
ル
タ
ン
の

互
選
で
選
ば
れ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
国
外
で
ス
ー
ル
ー
の
ス
ル
タ
ン
を

名
乗
る
人
物
が
複
数
い
て
も
マ
レ
ー
シ
ア
と
し
て
は
と
く
に
問
題
な

い
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
が
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
ス
ル
タ
ン
を
名
乗

る
こ
と
は
国
体
へ
の
重
大
な
挑
戦
で
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
と
し

て
は
看
過
で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は

モ
ハ
マ
ド
・
ア
ク
ジ
ャ
ン
を
逮
捕
し
、
モ
ハ
マ
ド
・
ア
ク
ジ
ャ
ン
は

後
に
ス
ル
タ
ン
即
位
を
否
定
し
た
。

自
称
「
ス
ー
ル
ー
の
ス
ル
タ
ン
」
は
こ
れ
ら
の
他
に
も
複
数
い

る
。
た
と
え
ば
、
ジ
ャ
マ
ル
ル
・
キ
ラ
ム
二
世
の
孫
の
ロ
デ
ィ
ノ
ド

も
ス
ル
タ
ン
を
名
乗
っ
て
お
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
ロ
デ
ィ
ノ
ド

を
サ
バ
の
購
入
費
を
毎
年
支
払
う
ス
ル
タ
ン
の
資
産
継
承
人
と
認
め
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て
い
る
。
ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
ス
ー
ル
ー
の
ス
ル
タ
ン
の
資

産
継
承
者
に
割
譲
費
の
分
割
払
い
と
し
て
毎
年
五
三
〇
〇
リ
ン
ギ
を

支
払
っ
て
い
る
が
、
一
説
に
よ
る
と
そ
の
金
額
は
九
人
の
自
称
ス
ル

タ
ン
で
分
け
合
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
ス
ー
ル
ー
王
国
の
ス
ル
タ
ン
の
末
裔
」
と
聞
く
と
、
そ
の
人
物

が
旧
ス
ー
ル
ー
王
国
を
一
人
で
引
き
継
ぐ
立
場
に
あ
る
と
誤
解
し
か

ね
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
自
称
ス
ル
タ
ン

は
、
家
柄
は
と
て
も
高
貴
だ
が
、
い
ず
れ
も
今
日
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
社

会
に
お
い
て
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
周
縁
部
に
置
か
れ
て
お
り
、

社
会
に
お
け
る
影
響
力
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ミ
ン
ダ
ナ
オ
紛
争
の
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
き
た
の
は
モ
ロ
・

イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
）
で
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
の
間
で
和
平
の
枠
組
み
合
意
が
結
ば

れ
、
二
〇
一
六
年
の
自
治
政
府
組
織
に
向
け
て
交
渉
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
交
渉
の
た
め
の
会
議
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
ホ
ス
ト
と
な
り
、

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
二
〇
一
三
年
二
月
末
に
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
和
平
合
意
に
も
自
治
政
府
組
織
の
た

め
の
交
渉
に
も
、「
ス
ー
ル
ー
の
ス
ル
タ
ン
」
た
ち
は
関
わ
っ
て
い

な
い
。

二
〇
一
二
年
九
月
頃
に
「
ス
ー
ル
ー
の
ス
ル
タ
ン
」
を
名
乗
る
人

物
が
増
え
た
こ
と
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
の
和
平
過
程

が
進
む
の
に
対
し
て
、
そ
こ
に
「
ス
ー
ル
ー
の
ス
ル
タ
ン
」
た
ち
が

参
加
で
き
な
い
こ
と
に
苛
立
ち
や
危
機
感
を
抱
き
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の

将
来
を
考
え
る
上
で
自
分
た
ち
も
当
事
者
と
し
て
加
わ
り
た
い
と
い

う
ア
ピ
ー
ル
の
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
か
つ
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
上
院
議
員
を
務
め
た
こ
と
が
あ
る
ジ
ャ
マ
ル
ル
・
キ

ラ
ム
三
世
が
対
外
的
な
ス
ル
タ
ン
と
さ
れ
た
の
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政

府
に
対
す
る
交
渉
力
を
期
待
し
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る＊

13

。

し
か
し
、
予
期
せ
ぬ
い
く
つ
か
の
状
況
の
積
み
重
ね
と
、
今
回
の

状
況
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
人
々
の
思
惑
が
重
な
っ
て
、
事
態
は
想

像
を
超
え
て
不
幸
な
方
向
に
大
き
く
展
開
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
原

因
と
し
て
、
そ
も
そ
も
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
兵
士
が
武
装
し
て
サ

バ
に
侵
入
し
た
こ
と
に
加
え
、「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
や
「
ス
ー

ル
ー
王
国
へ
の
故
地
へ
の
帰
還
」
と
い
う
語
り
方
が
な
さ
れ
た
こ
と

が
、
事
態
を
不
幸
な
方
向
に
進
め
る
口
実
を
与
え
た
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。

事
件
の
当
初
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
兵
士

ら
に
帰
国
を
呼
び
か
け
、
こ
れ
に
対
し
て
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
兵

士
側
は
自
分
た
ち
の
土
地
に
滞
在
し
て
い
る
だ
け
で
何
の
法
も
犯
し

て
い
な
い
と
応
答
し
た
。
こ
の
前
半
部
分
が
「
ス
ー
ル
ー
王
国
の
故

地
へ
の
帰
還
」
と
語
ら
れ
た
た
め
、
世
間
は
こ
の
問
題
に
領
土
問
題

と
し
て
の
関
心
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

はm
ilitia

と
呼
ば
れ
る
民
兵
が
珍
し
く
な
い
が
、
今
回
の
事
件
で

は
そ
れ
が
メ
デ
ィ
ア
な
ど
でarm

y

と
呼
ば
れ
、
さ
ら
に
「
ス
ー

ル
ー
王
国
」
と
結
び
つ
い
て
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
と
語
ら
れ
た
こ
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と
も
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
が
最
終
的
に
大
規
模
な
軍
事
作
戦
を
展
開

し
て
大
き
な
犠
牲
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
遠
因
の
一
つ
と
な
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

Ⅳ
サ
バ
州
の
外
国
人
問
題
と

マ
レ
ー
シ
ア
の
総
選
挙

マ
レ
ー
シ
ア
側
か
ら
こ
の
出
来
事
を
見
た
と
き
、
不
思
議
な
の

は
、
ど
う
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
こ
れ
ほ
ど
の
大
規
模
な
軍
事
作

戦
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

背
景
の
一
つ
に
、
二
〇
一
三
年
四
月
ま
で
に
行
わ
れ
る
と
見
ら
れ
て

い
た
総
選
挙
で
与
党
連
合
が
厳
し
い
戦
い
を
強
い
ら
れ
そ
う
で
、
勝

利
の
鍵
を
握
る
の
が
サ
バ
州
住
民
の
支
持
で
あ
る
と
い
う
連
邦
政

府
・
与
党
連
合
の
事
情
と
、
一
九
六
三
年
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立

以
来
、
出
身
地
を
問
わ
ず
に
多
様
な
人
々
か
ら
成
る
混
成
社
会
を
作

ろ
う
と
し
て
き
た
サ
バ
州
で
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
外
国
人
人
口

の
流
入
に
よ
っ
て
人
口
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
そ
れ

へ
の
対
応
を
求
め
て
き
た
（
し
か
し
連
邦
政
府
は
十
分
な
対
応
を
と

ろ
う
と
し
て
こ
な
か
っ
た
）
と
い
う
サ
バ
州
の
事
情
が
あ
る
。

１
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
政
府
の
事
情

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
五
年
に
一
度
の
総
選
挙
で
連
邦
政
府
を
担
う

政
党
（
連
合
）
が
選
ば
れ
る
。
一
九
五
七
年
の
独
立
か
ら
今
日
ま
で

五
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
連
立
与
党
の
中
核
で
あ
る
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
が
首

相
を
出
し
続
け
て
い
る
。「
独
立
の
父
」
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ー
マ
ン

（A
bdul Rahm

an

）
首
相
も
、
長
期
政
権
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
・
モ
ハ

マ
ド
（M

ahathir M
oham

ed

）
首
相
も
、
現
在
の
ナ
ジ
ブ
・
ラ
ザ

ク
（N

ajib Razak

）
首
相
も
、
い
ず
れ
も
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
の
党
首
と
し

て
マ
レ
ー
シ
ア
の
首
相
を
務
め
て
き
た
。

た
だ
し
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
は
単
独
で
政
権
を
担
っ
て
き
た
の
で
は
な

く
、
他
の
政
党
と
連
立
し
て
与
党
連
合
を
組
織
し
、
そ
の
中
心
に
Ｕ

Ｍ
Ｎ
Ｏ
が
お
さ
ま
る
こ
と
で
政
権
を
担
当
し
て
き
た
。
与
党
連
合
が

五
〇
年
以
上
も
政
権
を
担
当
し
続
け
て
き
た
秘
訣
は
、
政
策
に
不
満

を
持
つ
グ
ル
ー
プ
が
政
党
を
結
成
し
て
勢
力
を
伸
ば
す
と
、
そ
れ
を

与
党
連
合
に
取
り
込
み
、
与
党
連
合
内
で
資
源
の
配
分
を
調
整
し
て

き
た
こ
と
に
あ
る
。
現
在
の
与
党
連
合
は
国
民
戦
線
（
Ｂ
Ｎ
）
で
、

Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
の
よ
う
に
主
に
半
島
部
を
基
盤
と
す
る
政
党
だ
け
で
な

く
、
サ
バ
州
や
サ
ラ
ワ
ク
州
を
基
盤
と
す
る
政
党
も
取
り
込
み
、
安

定
し
た
政
権
を
運
営
し
て
き
た
。

し
か
し
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
の
後
継
者
と
目
さ
れ
て
い
た
ア
ヌ

ア
ル
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
（A

nw
ar Ibrahim

）
が
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
と
の
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路
線
対
立
に
よ
っ
て
一
九
九
八
年
に
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
を
除
名
さ
れ
た
こ
と

を
契
機
に
、
ア
ヌ
ア
ル
を
指
導
者
と
す
る
人
民
公
正
党
（
Ｐ
Ｋ
Ｒ
）

が
結
成
さ
れ
る
と
、
国
民
戦
線
の
統
治
に
不
満
を
抱
く
政
党
や
社
会

勢
力
が
Ｐ
Ｋ
Ｒ
と
連
携
し
て
、
野
党
連
合
・
人
民
協
約
（
Ｐ
Ｒ
）
に

発
展
し
た＊

14

。
人
民
協
約
は
基
本
的
に
半
島
部
で
国
民
戦
線
に
不
満
を

持
つ
勢
力
が
集
ま
っ
た
も
の
で
、
結
成
当
初
、
サ
バ
州
と
サ
ラ
ワ
ク

州
で
は
人
民
協
約
に
直
接
合
流
す
る
動
き
は
な
か
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
の
総
選
挙
で
は
人
民
協
約
が
大
躍
進
し
、
国
民
戦
線

は
国
会
の
過
半
数
の
議
席
は
維
持
し
た
も
の
の
、
国
会
の
議
席
は
三

分
の
二
を
割
り
込
み
、「
大
敗
」
し
た
。
国
会
の
二
二
二
議
席
は
与

党
連
合
が
一
四
〇
議
席
、
野
党
連
合
が
八
二
議
席
と
な
っ
た
。
半
島

部
、
サ
バ
州
、
サ
ラ
ワ
ク
州
で
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
政
党
が
活
動
し

て
い
る
た
め＊

15

、
二
〇
〇
八
年
の
総
選
挙
の
結
果
を
半
島
部
、
サ
バ

州
、
サ
ラ
ワ
ク
州
に
分
け
る
と
、
国
会
の
与
野
党
の
議
席
数
は
、

半
島
部　

八
五
対
八
〇

サ
ラ
ワ
ク
州　

三
〇
対
一

サ
バ
州　

二
五
対
一

と
な
る
。
半
島
部
で
は
与
党
連
合
が
五
議
席
差
で
か
ろ
う
じ
て
勝
っ

た
が
、
わ
ず
か
三
議
席
移
っ
た
だ
け
で
与
野
党
が
逆
転
す
る
僅
差

だ
っ
た
。
サ
バ
州
と
サ
ラ
ワ
ク
州
で
は
与
党
連
合
の
圧
勝
に
見
え
る

が
、
サ
バ
州
と
サ
ラ
ワ
ク
州
の
政
党
は
半
島
部
の
与
党
連
合
と
は
直

接
の
繋
が
り
が
な
い
地
元
政
党
が
ほ
と
ん
ど
で
、
も
し
半
島
部
で
人

民
協
約
が
過
半
数
に
な
る
な
ら
人
民
協
約
に
合
流
し
て
も
よ
い
と
考

え
て
い
る
政
党
も
少
な
く
な
く
、
く
ら
替
え
の
敷
居
は
と
て
も
低

い
。国

会
議
員
の
任
期
は
五
年
間
で
、
二
〇
一
三
年
四
月
二
七
日
が
任

期
満
了
だ
っ
た
。
任
期
満
了
ま
で
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
首

相
が
解
散
・
総
選
挙
を
行
う
の
が
マ
レ
ー
シ
ア
政
治
の
慣
行
だ
が
、

こ
の
と
き
は
与
党
連
合
の
準
備
が
進
ま
ず
、
解
散
・
総
選
挙
は
遅
れ

て
い
た
。
そ
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
半
島
部
の
国
民
戦
線
と
人
民

協
約
の
対
立
は
根
深
い
も
の
が
あ
り
、
ほ
ぼ
互
角
と
い
う
状
況
は
大

き
く
変
わ
り
そ
う
に
な
い
た
め
、
選
挙
で
勝
つ
に
は
サ
バ
州
と
サ
ラ

ワ
ク
州
の
支
持
を
固
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
サ
バ
州
と
サ

ラ
ワ
ク
州
に
と
っ
て
深
刻
な
課
題
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
事
情
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
二
〇
一
三
年
の
総
選
挙
を
直
前
に

し
て
、
連
邦
政
府
は
こ
れ
ま
で
サ
バ
州
が
三
〇
年
近
く
要
求
し
て
き

た
課
題
で
あ
る
国
境
警
備
と
外
国
人
移
民
問
題
に
対
応
せ
ざ
る
を
え

な
く
な
っ
た
。

２
サ
バ
州
の
内
政
の
課
題

―
―
安
全
保
障
と
経
済
開
発
に
挟
ま
れ
た
外
国
人
問
題

一
九
六
三
年
九
月
、
サ
バ
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
て
マ
レ
ー
シ

ア
の
一
州
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
う
枠
組
み
で

の
独
立
を
選
ん
だ
大
き
な
理
由
は
安
全
保
障
だ
っ
た
。
当
時
、
北
か

ら
は
中
国
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
へ
と
共
産
主
義
化
の
動
き
が
あ
り
、
南
か
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ら
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
の
一
部
を
併
合
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
拡
張

主
義
が
あ
り
、
サ
バ
は
単
独
で
独
立
す
れ
ば
い
ず
れ
共
産
主
義
勢
力

か
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ど
ち
ら
か
に
呑
み
こ
ま
れ
て
し
ま
う
と
い
う
恐

れ
が
あ
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
結
成
に
参
加
す
れ
ば
二
つ
の
拡
張
主
義

か
ら
逃
れ
ら
れ
る
と
い
う
の
が
、
サ
バ
の
指
導
者
た
ち
が
マ
レ
ー
シ

ア
参
加
に
踏
み
切
っ
た
大
き
な
理
由
だ
っ
た
。

独
立
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
の
一
州
と
な
り
、
国
防
と
治
安
の
問
題
で

頭
を
悩
ま
せ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
サ
バ
州
は
、
州
内
の
経
済
発
展

に
乗
り
出
し
た
。
一
九
六
三
年
に
は
、
マ
ラ
ヤ
連
邦
に
倣
っ
て
サ
バ

州
の
主
要
三
民
族
を
代
表
す
る
三
つ
の
政
党
が
与
党
連
合
を
組
織

し
、
州
政
府
を
担
当
し
た
。
州
首
相
は
ド
ナ
ル
ド
・
ス
テ
フ
ァ
ン

（D
onald Stephens

）
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
と
カ
ダ
ザ
ン

ド
ゥ
ス
ン
人
の
混
血
者
で
あ
る
父
親
と
、
イ
ギ
リ
ス
人
と
お
そ
ら
く

日
本
人
の
混
血
者
で
あ
る
母
親
を
持
ち
、
半
分
白
人
の
外
貌
を
持
っ

た
キ
リ
ス
ト
教
徒
だ
っ
た
。
ス
テ
フ
ァ
ン
は
、
州
内
の
木
材
資
源
を

利
用
し
た
経
済
開
発
を
構
想
し
、
木
材
生
産
業
を
州
有
化
し
よ
う
と

し
た
が
、
木
材
業
者
た
ち
の
反
発
を
受
け
て
失
脚
し
た＊

16

。

一
九
六
七
年
の
選
挙
で
第
一
党
に
な
っ
た
統
一
サ
バ
国
民
機
構

（
Ｕ
Ｓ
Ｎ
Ｏ
）
の
総
裁
と
し
て
州
首
相
に
な
っ
た
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ハ

ル
ン
（M

ustapha H
arun

）
は
、
ス
ル
ッ
ク
人
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒

で
、
ス
ー
ル
ー
王
国
の
ス
ル
タ
ン
の
親
類
だ
っ
た
。
ム
ス
タ
フ
ァ
は

サ
バ
と
半
島
部
が
文
化
的
に
対
等
に
な
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
教

育
言
語
を
英
語
か
ら
マ
レ
ー
語
に
切
り
替
え
た
り
、
内
陸
部
の
先
住

諸
族
を
イ
ス
ラ
ム
教
に
改
宗
さ
せ
た
り
す
る
「
マ
レ
ー
化
」
に
よ
る

「
文
明
化
」
を
進
め
た
。
サ
バ
州
沖
で
採
れ
る
石
油
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ

の
州
の
取
り
分
を
五
％
と
す
る
と
い
う
連
邦
政
府
の
提
案
に
反
対
し

て
サ
バ
を
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
離
脱
さ
せ
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
り
、

木
材
生
産
業
を
公
営
化
し
て
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
資
金
を
も
と
に
ミ

ン
ダ
ナ
オ
の
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
を
公
然
と
支
援
し
た
り
し
た
た
め
、
連
邦
政

府
の
頭
を
悩
ま
せ
、
一
九
七
六
年
の
選
挙
で
連
邦
政
府
の
支
援
を
受

け
た
ブ
ル
ジ
ャ
ヤ
党
に
敗
北
し
た
。

一
九
七
六
年
に
州
政
権
に
つ
い
た
ブ
ル
ジ
ャ
ヤ
党
（Berjaya

）

は
、
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
系
と
マ
レ
ー
人
の
混
血
者
と
言
わ
れ
る

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
ハ
リ
ス
・
サ
レ
ー
（H

arris Saleh

）
総
裁
が
州

首
相
を
務
め
、
連
邦
政
府
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
の
支
援
の
も
と
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
外
国
人
労
働
者
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
て
サ
バ
州
の
経
済
開
発
を
進
め
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
か
ら
労
働
者
を
入
れ
た
だ
け
で
な
く
、
国
民
登
録
局
の
担
当

官
に
指
示
し
て
本
来
な
ら
与
え
ら
れ
な
い
は
ず
の
マ
レ
ー
シ
ア
国
民

の
身
分
証
明
書
を
発
給
し
た
た
め
、
多
く
の
外
国
人
が
マ
レ
ー
シ
ア

国
民
の
身
分
証
明
書
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
身
分
証
明
書
は

不
正
な
手
続
き
で
得
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
手
続
き
自
体
は
正
規
の
も

の
で
あ
る
た
め
、
身
分
証
明
書
も
正
規
の
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
て

マ
レ
ー
シ
ア
国
民
の
身
分
を
手
に
入
れ
た
人
々
の
多
く
は
「
マ
レ
ー

人
」
を
名
乗
る
よ
う
に
な
り
、
身
分
証
明
書
が
手
に
入
ら
な
か
っ
た

人
々
は
「
外
国
人
」
と
し
て
サ
バ
州
に
滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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こ
の
た
め
サ
バ
州
で
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
人
口
が
急
増
し
、
と

く
に
「
マ
レ
ー
人
」
と
「
外
国
人
」
が
大
き
く
増
え
て
い
る
（
図
４

参
照
）。

フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
移
民
人
口
が
急
激
に
増

え
、
し
か
も
そ
の
多
く
が
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
の
身
分
を
手
に
入
れ
、

有
権
者
の
人
口
構
成
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
主

に
内
陸
部
に
住
む
非
ム
ス
リ
ム
の
先
住
諸
族
（
カ
ダ
ザ
ン
ド
ゥ
ス
ン

人
や
ム
ル
ト
人
）
や
主
に
町
に
住
む
華
人
の
間
で
危
機
感
が
高
ま

り
、
一
九
八
五
年
の
選
挙
で
は
こ
れ
ら
の
人
々
の
支
持
を
受
け
た
サ

バ
団
結
党
（
Ｐ
Ｂ
Ｓ
）
が
政
権
に
就
い
た
。
党
首
の
パ
イ
リ
ン
・
キ

テ
ィ
ガ
ン
（Pairin K

itingan

）
は
カ
ダ
ザ
ン
ド
ゥ
ス
ン
人
の
キ
リ

ス
ト
教
徒
で
、「
サ
バ
人
の
サ
バ
」
を
掲
げ
て
州
自
治
を
求
め
、
連

邦
政
府
に
対
し
て
サ
バ
州
の
経
済
開
発
や
国
境
警
備
、
外
国
人
急
増

問
題
の
解
決
を
要
求
し
た
。
パ
イ
リ
ン
の
弟
で
あ
る
ジ
ェ
フ
リ
ー
・

キ
テ
ィ
ガ
ン
（Jefrrey K

itingan

）
は
、
サ
バ
州
の
先
住
諸
族
出

身
者
で
初
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
博
士
号
取
得
者
で
、
大
学
で
学
ん

だ
こ
と
を
サ
バ
州
の
現
実
に
照
ら
し
て
実
現
す
る
た
め
に
柔
軟
に
ア

イ
デ
ア
を
出
し
、
自
ら
の
信
念
に
し
た
が
っ
て
行
動
す
る
人
物
と
し

て
知
ら
れ
る＊

17

。
外
国
人
問
題
の
調
査
・
解
決
や
石
油
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ

の
見
直
し
な
ど
を
連
邦
政
府
に
要
求
し
、
連
邦
政
府
が
こ
の
要
求
に

応
え
な
い
と
サ
バ
の
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
離
脱
の
可
能
性
を
検
討
す

る
に
い
た
り
、
国
内
治
安
法
で
逮
捕
・
勾
留
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

パ
イ
リ
ン
州
首
相
の
も
と
、
Ｐ
Ｂ
Ｓ
政
権
は
連
邦
政
府
に
対
し
て
厳

1980年代以降に人口が急増
 （とくにマレー人と外国人）
現在では州人口の3割が外国人

カダザンドゥスン
ムルト

マレー
バジャウ

他の原住民

華人
その他
外国人

主に非ムスリ
ムの原住民

主にムスリム
の原住民

1951

1960

1970

1980

1991

2000

2010

0 50 100 150 200 250 300 350

33.4

45.4

65.1

86.3

173.4

246.8

311.0

1951 1960 1970 1980 1991 2000 2010
カダザンドゥスン 35.3 31.9 28.3 25.3 18.6 18.6 17.6
ムルト 5.7 4.8 4.8 4.2 2.9 3.3 3.1
バジャウ 13.5 13.2 12.0 10.5 11.7 13.4 12.8
マレー 0.6 0.4 2.8 — 3.3 12.0 11.7
他の原住民＊ 18.6 17.4 19.4 21.8 17.0 15.2 14.4
華人 22.2 23.1 21.4 21.6 11.5 10.3 9.0
その他 5.4 10.8 14.7 14.4 10.4 5.4 4.8
外国人 — — — — 24.5 22.4 29.7
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

＊「他の原住民」の内訳
（1970年、単位：万人）
・クダヤン（3.8）
・スンガイ（1.8）
・ビサヤ（1.4）
・スルック（1.1）
・ティドン（0.8）
・サイノ（1.0）
・その他（2.8）
サイノ（華人との混血者）
以外はムスリム

図4　サバ州の人口構成と民族

単位：万人

単位：％
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し
い
態
度
で
臨
ん
だ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
Ｐ
Ｂ
Ｓ
政
権
と
連
邦
政
府

の
対
立
は
激
し
く
な
り
、
連
邦
政
府
の
中
核
で
あ
る
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
が
一

九
九
一
年
に
サ
バ
州
に
進
出
し
て
サ
バ
州
の
直
接
統
治
に
乗
り
出
し

た
。一

九
九
四
年
の
選
挙
で
は
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
が
中
心
と
な
っ
て
国
民
戦

線
の
サ
バ
州
支
部
を
組
織
し
、
州
政
権
を
Ｐ
Ｂ
Ｓ
か
ら
奪
っ
た
。
半

島
部
の
国
民
戦
線
に
倣
っ
て
民
族
別
政
党
が
連
立
す
る
方
式
を
取

り
、
州
首
相
の
ポ
ス
ト
は
、
ム
ス
リ
ム
（
マ
レ
ー
人
や
バ
ジ
ャ
ウ
人

な
ど
）、
先
住
諸
族
（
カ
ダ
ザ
ン
ド
ゥ
ス
ン
人
な
ど
）、
華
人
の
主
要

三
民
族
の
輪
番
制
と
し
た
。
州
首
相
輪
番
制
が
と
ら
れ
た
九
年
間

は
、
国
民
戦
線
を
与
党
、
Ｐ
Ｂ
Ｓ
を
野
党
と
し
、
親
連
邦
路
線
か
サ

バ
州
独
自
路
線
か
の
選
択
が
迫
ら
れ
た
時
期
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
間
も
州
内
の
マ
レ
ー
人
（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）
の
数
は
増
え
続
け
、

有
権
者
の
半
数
以
上
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
な
っ
た
た
め
、
二
〇
〇
三

年
に
は
州
首
相
の
輪
番
制
を
廃
止
し
、
州
首
相
は
常
に
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
か

ら
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｐ
Ｂ
Ｓ
は
二
〇
〇
三
年
に
国
民
戦
線
に
加
わ
り
、
オ
ー
ル
与
党
体

制
と
な
っ
た
国
民
戦
線
政
権
の
も
と
、
サ
バ
州
で
は
連
邦
政
府
の
資

金
を
も
と
に
東
海
岸
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
の
大
規
模
開
発
な
ど
が
進

め
ら
れ
、
そ
の
労
働
力
の
供
給
源
と
な
る
外
国
人
の
急
増
問
題
は
放

置
さ
れ
た
。「
開
発
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
開
発
す
る
」
と
い
う
方
針

に
よ
り
、
内
陸
部
の
経
済
開
発
、
東
海
岸
の
国
境
地
帯
の
国
境
警

備
・
治
安
維
持
、
さ
ら
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
移

住
者
が
身
分
証
明
書
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
に
サ
バ
社
会
に
う
ま
く

位
置
付
け
ら
れ
ず
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
無
国
籍
児
童
と
な
っ
て
十

分
な
教
育
や
医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
の
問
題
は
置
き
去
り

に
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
以
降
、
半
島
部
で
野
党
連
合
・
人
民
協
約
が
勢
力
を

伸
ば
す
状
況
で
、
野
党
連
合
と
の
連
携
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
問
題
の

解
決
の
可
能
性
を
求
め
た
の
が
、
東
海
岸
ラ
ハ
ダ
ト
ゥ
出
身
の
華
人

で
州
首
相
経
験
者
で
も
あ
る
ヨ
ン
・
テ
ッ
ク
リ
ー
（Y

ong T
eck 

Lee

）
と
、
内
陸
部
出
身
の
カ
ダ
ザ
ン
ド
ゥ
ス
ン
人
で
あ
る
ジ
ェ
フ

リ
ー
・
キ
テ
ィ
ガ
ン
の
二
人
だ
っ
た
。

３
サ
バ
州
の
外
国
人
問
題

サ
バ
に
は
単
一
の
「
サ
バ
民
族
」
が
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
が

サ
バ
州
住
民
を
構
成
し
て
い
る
。
前
項
で
一
部
を
紹
介
し
た
歴
代
の

州
首
相
を
見
て
も
、
マ
レ
ー
人
ム
ス
リ
ム
だ
け
で
な
く
、
白
人
と
ア

ジ
ア
人
の
混
血
者
（
ス
テ
フ
ァ
ン
）、
ス
ル
ッ
ク
人
（
ム
ス
タ
フ
ァ
）、

イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
系
の
混
血
者
（
ハ
リ
ス
）、
先
住
諸
族
の
カ

ダ
ザ
ン
ド
ゥ
ス
ン
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
（
パ
イ
リ
ン
）、
華
人
（
ヨ

ン
・
テ
ッ
ク
リ
ー
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
が
お
り
、
し
か
も
そ
の

多
く
は
混
血
者
で
あ
る
。
民
族
性
、
宗
教
、
出
身
地
が
違
っ
て
い
て

も
、
正
規
の
手
続
き
を
経
て
社
会
の
一
員
と
な
れ
ば
誰
で
も
受
け
入

れ
て
一
緒
に
社
会
を
作
っ
て
来
た
の
が
サ
バ
社
会
の
特
徴
で
あ
る
と
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言
え
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
背
景
を
持
つ
人
々
が
一
つ
の
社
会
を
作
る
上
で

サ
バ
で
形
作
ら
れ
て
き
た
工
夫
と
し
て
、
民
族
ご
と
に
長
を
決
め
、

民
族
内
の
争
い
は
そ
の
長
が
裁
定
し
、
民
族
を
越
え
た
争
い
は
長
ど

う
し
が
協
議
し
て
裁
定
す
る
仕
組
み
が
あ
る
。
こ
れ
を
外
国
人
に
適

用
す
る
仕
組
み
が
、
大
使
館
・
領
事
館
と
パ
ス
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
相

手
が
何
者
で
あ
る
か
を
示
す
公
的
な
文
書
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
を
持

ち
、
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
き
に
誰
が
長
な
の
か
（
大
使
館
・

領
事
館
）
を
明
示
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る＊

18

。

サ
バ
州
に
お
け
る
外
国
人
問
題
の
解
決
と
い
っ
た
と
き
、
主
要
な

問
題
は
、（
１
）
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
サ
バ
州
の
人
口
が
急
激
に

増
加
し
、
し
か
も
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
が
急
増
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か

を
調
査
す
る
こ
と
、（
２
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
府

に
働
き
か
け
て
、
サ
バ
州
に
そ
れ
ぞ
れ
の
領
事
館
を
置
い
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
サ
バ
に
入
境
す
る
外
国
人
は
一
人
一
人
が
パ
ス
ポ
ー
ト

を
所
持
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。

（
１
）
に
関
し
て
は
、
調
査
委
員
会
を
組
織
し
て
ほ
し
い
と
い
う

サ
バ
州
の
要
求
を
ず
っ
と
無
視
し
て
き
た
連
邦
政
府
は
、
総
選
挙
で

サ
バ
州
の
有
権
者
の
支
持
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
重
い
腰

を
上
げ
、
二
〇
一
二
年
六
月
に
外
国
人
問
題
の
王
立
調
査
委
員
会

（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
）
を
設
置
し
た
。
調
査
委
員
会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
進
め
ら

れ
る
に
つ
れ
て
、
調
査
内
容
の
一
部
が
新
聞
な
ど
で
報
じ
ら
れ
、
外

国
人
へ
の
身
分
証
明
書
発
給
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
政
府
高
官
を
含
め
て

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。（
２
）
に

関
し
て
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
が
サ
バ
領
有
権
の
主
張
を
取
り
下
げ

て
い
な
い
た
め
に
サ
バ
に
領
事
館
を
置
い
て
お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
が

結
果
的
に
サ
バ
州
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
立
場
を
悪
く
し
て

い
る＊

19

。Ⅴ
銃
撃
戦
と
軍
事
作
戦

二
〇
一
三
年
三
月
五
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
治
安
当
局
は
大
規
模
な

軍
事
作
戦
を
展
開
し
て
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
の
殲
滅
に
乗
り
出
し

た
。
サ
バ
に
侵
入
し
た
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
兵
士
は
せ
い
ぜ
い
四

百
人
で
あ
り
、
二
月
半
ば
に
サ
バ
州
に
上
陸
し
て
以
来
、
マ
レ
ー
シ

ア
警
察
に
包
囲
さ
れ
て
食
料
も
不
足
し
て
い
た
と
い
う
。
警
察
と
陸

海
空
の
三
軍
の
合
同
で
二
万
人
を
動
員
す
る
ほ
ど
の
大
規
模
な
作
戦

を
展
開
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ

る
。し

か
し
、
そ
の
妥
当
性
は
と
も
か
く
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
大
規

模
な
軍
事
作
戦
を
展
開
し
、
こ
の
こ
と
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
領
土
を
脅

か
そ
う
と
す
る
外
国
勢
力
へ
の
抑
止
の
意
味
に
加
え
、
マ
レ
ー
シ
ア

国
民
（
と
く
に
サ
バ
州
の
有
権
者
）
に
対
し
て
、
連
邦
政
府
が
強
い

態
度
で
国
民
の
安
全
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
に

な
っ
た
。
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「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
が
立
て
こ
も
っ
た
の
は
タ
ン
ド
ゥ
オ
村

で
、
三
月
五
日
の
軍
事
作
戦
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
タ
ン
ド
ゥ
オ
村

お
よ
び
隣
接
す
る
タ
ン
ジ
ュ
ン
バ
ト
ゥ
村
だ
っ
た
。
三
月
二
日
か
ら

三
日
に
か
け
て
生
じ
た
警
察
と
武
装
集
団
の
銃
撃
戦
な
ど
の
事
件
で

は
、
当
初
、
警
察
は
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
と
の
関
係
を
否
定
し
て

い
た
が
、
後
に
こ
れ
ら
の
事
件
も
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
関
係
者
が

起
こ
し
た
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
根
拠
は
「
逮

捕
者
の
服
装
が
『
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
』
兵
士
に
似
て
い
る
」
と
か

「
死
亡
し
た
武
装
者
か
ら
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
の
身
分
証
が
見
つ
か
っ
た
」
と

い
う
曖
昧
な
も
の
で
あ
り
、
信
憑
性
は
か
な
り
疑
わ
し
い
。

Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
勢
力
が
強

か
っ
た
ム
ス
リ
ム
の
反
政
府
運
動
の
担
い
手
だ
っ
た
が
、
サ
バ
州
で

は
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
に
は
、
ふ
だ
ん
仕
事
が
な
い
地
元
の
若
者

た
ち
が
所
属
す
る
集
ま
り
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い
た＊

20

。
そ
の
役

割
は
、
住
民
の
間
で
揉
め
事
が
起
こ
る
と
（
時
に
は
腕
力
を
使
っ

て
）
仲
裁
・
解
決
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
当
時
、「
も
し
ミ
ン

ダ
ナ
オ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
独
立
戦
争
を
始
め
た
ら
参
戦
す
る
つ

も
り
か
」
と
尋
ね
る
と
「
自
分
は
マ
レ
ー
シ
ア
人
だ
か
ら
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
話
は
関
係
な
い
」
と
答
え
た
人
も
多
く
、
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
の
身
分
証

を
持
っ
て
い
た
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
反
政
府
運
動
と
繋
が
っ
て
い
る

と
い
う
主
張
に
説
得
力
は
な
い
。
た
だ
し
、
サ
バ
の
事
情
を
よ
く
知

ら
な
い
半
島
部
出
身
者
は
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
が
反
政
府
の
武
装
勢
力
で
あ
る

と
い
う
説
明
を
鵜
呑
み
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

事
件
の
関
係
者
を
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
と
結
び
付
け
る
情
報
が
流
れ
た
背
景

に
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
に
対
し
て
、
そ
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
政
府

と
国
民
に
対
し
て
、
さ
ら
に
国
際
社
会
に
対
し
て
、「
ス
ー
ル
ー
王

国
軍
」
に
対
す
る
軍
事
作
戦
を
展
開
す
る
承
認
を
取
り
付
け
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
サ
バ
で
は
ほ
と
ん
ど
実
態
が
な
く
な
っ
て
い
た

Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
を
持
ち
出
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
「
イ
ス
ラ
ム
武
装
集
団
」

と
語
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
を
非
人
道
的
・
非
文
明
的
な
集
団

で
あ
る
と
見
せ
る
試
み
も
見
ら
れ
た
。「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
が
タ

ン
ド
ゥ
オ
村
を
占
拠
し
た
当
初
、
マ
レ
ー
シ
ア
警
察
は
英
語
と
ス

ル
ッ
ク
語
で
書
か
れ
た
ビ
ラ
を
撒
い
て
投
降
を
呼
び
か
け
た
と
い

う
。
ス
ー
ル
ー
諸
島
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
領
で
あ
り
な
が
ら
マ
レ
ー
語

が
通
じ
る
場
所
が
多
い
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
民
族
間
の
共
通

語
で
あ
る
マ
レ
ー
語
を
用
い
ず
に
英
語
と
ス
ル
ッ
ク
語
だ
け
で
書
か

れ
た
ビ
ラ
を
撒
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
に
「
ス
ー

ル
ー
王
国
軍
」
が
「
話
の
通
じ
な
い
」
人
々
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
の
を
助
け
る
こ
と
に
な
る
。「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
側
に
投
降

を
呼
び
か
け
る
よ
う
電
話
で
話
を
し
た
と
い
う
報
道
で
も
、「
ス

ル
ッ
ク
語
で
話
を
し
た
」
と
い
う
情
報
が
添
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
三
月
一
日
の
銃
撃
戦
で
マ
レ
ー
シ
ア
の
警
官
二
人
が
死
亡

し
た
事
件
の
報
道
で
は
、「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
の
メ
ン
バ
ー
が
白

旗
を
掲
げ
た
た
め
、
投
降
す
る
の
か
と
思
っ
て
警
官
二
人
が
近
づ
い

た
と
こ
ろ
、
突
然
発
砲
さ
れ
て
二
人
が
死
亡
し
た
と
発
表
さ
れ
た
。
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自
分
と
意
見
が
違
う
相
手
で
あ
っ
て
も
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
は
守
る

と
い
う
文
化
が
深
く
根
付
い
て
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
人
に
と
っ
て
、

白
旗
を
掲
げ
た
の
で
投
降
か
と
思
っ
て
近
づ
い
た
ら
撃
ち
殺
さ
れ
た

と
い
う
の
は
想
像
を
絶
す
る
状
態
で
あ
る
。「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」

側
は
マ
レ
ー
シ
ア
警
察
が
先
に
発
砲
し
た
と
主
張
し
て
お
り
、
真
相

は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
の
報
道
が

「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
が
非
人
道
的
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
マ
レ
ー

シ
ア
国
民
に
与
え
、
軍
事
作
戦
の
展
開
へ
の
支
持
を
取
り
付
け
る
の

に
役
立
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る＊

21

。

ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
・
国
民
や
国
際
社
会
の
支
持
を
取
り
付

け
る
た
め
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
を
テ
ロ
リ

ス
ト
と
見
な
そ
う
と
し
た
。
そ
れ
を
支
持
す
る
情
報
と
し
て
、「
イ

ス
ラ
ム
武
装
組
織
」
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
の
身
分
証
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
加

え
、
銃
撃
戦
の
際
に
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
メ
ン
バ
ー
が
死
亡
し
た

マ
レ
ー
シ
ア
人
警
官
の
体
の
一
部
を
切
り
取
っ
た
よ
う
に
見
え
る
映

像
が
流
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
映
像
は
後
に
今
回
の
事
件
と

は
無
関
係
の
も
の
と
判
明
し
た
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
の
多
く
に

「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
が
非
人
道
的
・
非
文
明
的
で
あ
る
と
の
イ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
に
は
十
分
だ
っ
た
。
ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
警
察
が

「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
の
非
人
道
性
・
非
文
明
性
を
強
調
し
た
の
に

対
し
、
非
文
明
性
が
神
秘
性
を
醸
し
出
す
た
め
、「
ス
ー
ル
ー
王
国

軍
」
側
も
そ
れ
を
敢
え
て
否
定
せ
ず
、
そ
の
結
果
、
実
態
よ
り
も
大

き
く
誇
張
さ
れ
た
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
の
姿
が
立
ち
現
れ
た
側
面

も
あ
っ
た
。

主
に
マ
レ
ー
シ
ア
警
察
に
よ
る
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト

扱
い
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
結
果
と
し
て
実
態
以
上
に
相
手
を
大
き

く
見
せ
て
し
ま
う
が
、
住
民
が
噂
と
い
う
形
で
発
す
る
情
報
も
そ
れ

と
同
じ
働
き
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
三
月
二
日
の
セ
ン
ポ
ル
ナ
で
の

銃
撃
戦
の
始
ま
り
は
、
住
民
か
ら
「
タ
ン
ド
ゥ
オ
村
か
ら
『
ス
ー

ル
ー
王
国
軍
』
が
逃
げ
て
き
た
」
と
の
通
報
が
あ
っ
た
た
め
だ
っ

た
。
タ
ワ
ウ
で
も
車
上
荒
ら
し
が
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
の
仕
業
で

は
な
い
か
と
い
う
通
報
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
今
回
の
事
件
の
発

生
以
前
か
ら
地
域
社
会
に
あ
っ
た
課
題
の
解
決
の
た
め
、
住
民
が

「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
を
口
実
に
し
て
警
察
に
捜
査
を
求
め
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
普
段
は
軽
微
な
犯
罪
に
つ
い
て

警
察
に
通
報
し
て
も
十
分
に
対
応
し
て
く
れ
な
い
が
、
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
と
言
え
ば
捜
査
し
て
く
れ
る
と
い
う

考
え
方
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

Ⅵ
共
産
主
義
ゲ
リ
ラ
か
ら
外
国
人
へ

こ
の
事
件
に
対
す
る
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
の
対
応
の
背
景
の
一
つ
に

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
家
的
な
「
敵
」
の
認
識
の
変
化
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
事
件
か
ら
約
半
年
を
迎
え
た
二
〇
一
三
年
九
月
一
六

日
、
ナ
ジ
ブ
・
ラ
ザ
ク
首
相
は
マ
レ
ー
シ
ア
結
成
五
〇
周
年
記
念
式
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典
に
参
加
す
る
た
め
サ
バ
州
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
を
訪
れ
た
。
夕
方
か
ら

の
式
典
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
最
中
、
マ
ラ
ヤ
共
産
党
の
最
高

指
導
者
チ
ン
・
ペ
ン
（
陳
平
、Chin Peng

）
が
滞
在
先
の
バ
ン
コ

ク
で
死
亡
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
入
り
、
ナ
ジ
ブ
首
相
は
記
念
式

典
の
直
前
に
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
国
民
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し
た
。

マ
ラ
ヤ
共
産
党
は
マ
レ
ー
シ
ア
で
長
く
公
式
に
国
家
の
敵
と
さ
れ
て

き
た
が＊

22

、
数
年
前
、
マ
ラ
ヤ
共
産
党
に
よ
る
反
英
武
装
闘
争
は
結
果

と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
マ
ラ
ヤ
へ
の
独
立
付
与
を
早
め
た
と
し

て
、
マ
ラ
ヤ
共
産
党
お
よ
び
そ
の
シ
ン
パ
を
再
評
価
す
る
議
論
が
マ

レ
ー
シ
ア
で
起
こ
り
、
マ
ラ
ヤ
共
産
党
か
ら
国
家
を
守
る
た
め
に
命

を
落
と
し
た
警
官
や
軍
人
の
遺
族
か
ら
激
し
く
批
判
さ
れ
る
出
来
事

が
あ
っ
た
。
ナ
ジ
ブ
首
相
は
テ
レ
ビ
を
通
じ
た
国
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
な
か
で
、
国
家
に
対
す
る
深
刻
な
脅
威
だ
っ
た
マ
ラ
ヤ
共
産
党

と
対
峙
す
る
た
め
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
軍
・
警
察
や
市
民
が
大
き
な

犠
牲
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
、
そ
の
最
高
指
導
者
で

あ
る
チ
ン
・
ペ
ン
の
葬
儀
を
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
行
っ
た
り
遺
体
を

マ
レ
ー
シ
ア
国
内
に
搬
送
し
て
埋
葬
し
た
り
す
る
可
能
性
を
完
全
に

否
定
し
た
。
そ
の
上
で
、
い
ま
や
マ
レ
ー
シ
ア
は
共
産
主
義
と
い
う

脅
威
は
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
か
わ
る
新
し
い
脅
威
に
直
面
し
て

お
り
、
国
軍
・
警
察
や
市
民
は
団
結
し
て
そ
の
脅
威
に
立
ち
向
か
う

必
要
が
あ
る
と
呼
び
か
け
た
。
脅
威
の
具
体
的
な
内
容
は
語
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
ラ
ハ
ダ
ト
ゥ
で
発
生
し
た
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
兵
士

の
侵
入
事
件
を
念
頭
に
置
き
、
外
国
か
ら
の
侵
入
を
指
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

半
島
部
マ
レ
ー
シ
ア
北
部
の
タ
イ
と
の
国
境
地
帯
の
ジ
ャ
ン
グ
ル

で
主
に
共
産
主
義
ゲ
リ
ラ
対
策
に
あ
た
っ
て
い
た
部
隊
が
ア
ブ
ラ
ヤ

シ
農
園
が
広
が
る
ボ
ル
ネ
オ
島
東
海
岸
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
国
境
地

帯
で
作
戦
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
は
、
地
理
的
に
も
「
敵
」
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
上
で
も
状
況
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
が
、
国
境
地
帯

で
外
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
サ
バ

の
国
境
問
題
を
考
え
る
上
で
は
、
東
海
岸
ラ
ハ
ダ
ト
ゥ
か
ら
目
と
鼻

の
先
に
位
置
す
る
ス
ー
ル
ー
諸
島
が
属
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
国
境

問
題
だ
け
で
な
く
、
サ
バ
州
の
北
部
に
位
置
す
る
南
沙
諸
島
（
ス
プ

ラ
ト
リ
ー
諸
島
）
を
め
ぐ
る
紛
争
も
重
要
な
国
境
問
題
で
あ
る＊

23

。
マ

ラ
ヤ
共
産
党
の
背
後
に
共
産
中
国
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
の
に
対

し
、
サ
バ
州
の
国
境
警
備
の
背
後
に
も
、
膨
張
す
る
中
国
に
対
す
る

警
戒
が
見
え
隠
れ
す
る
。

む
す
び
に
か
え
て

人
の
出
入
り
が
激
し
い
と
い
う
意
味
で
社
会
的
流
動
性
が
高
い
島

嶼
部
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
国
境
問
題
が
ど
の
よ
う
な
形
で
表

れ
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
。
島
嶼
部
東
南
ア
ジ
ア
の
多
く

の
地
域
で
は
、
住
民
は
ま
ば
ら
に
住
ん
で
お
り
、
国
境
地
帯
は
文
化

的
に
多
様
な
人
々
が
混
在
し
て
密
集
す
る
地
域
と
い
う
わ
け
で
は
な
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い
。
近
代
に
な
っ
て
国
境
が
引
か
れ
る
こ
と
で
、
国
境
の
両
側
で
社

会
制
度
や
経
済
状
況
が
異
な
り
、
そ
の
た
め
国
境
を
越
え
て
人
が
移

動
し
、
そ
の
結
果
、
国
境
の
ど
ち
ら
か
側
に
混
成
社
会
が
形
成
さ
れ

る
。
人
々
は
国
境
が
で
き
る
前
か
ら
移
動
し
て
い
た
が
、
そ
の
多
く

は
少
数
が
比
較
的
短
期
間
に
「
行
っ
て
戻
る
」
訪
問
だ
っ
た
。
こ
れ

を
国
境
の
た
め
に
生
じ
る
移
動
が
多
数
で
生
活
拠
点
を
移
す
こ
と
を

含
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
同
列
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
領
域
国
家
の
形
成
に
よ
っ
て
国
境
が
引
か
れ
、
国
境
の

内
側
で
そ
れ
ぞ
れ
均
質
な
社
会
制
度
の
構
築
が
目
指
さ
れ
て
も
、
実

際
に
国
境
の
内
側
で
均
質
な
社
会
制
度
が
出
現
す
る
と
は
限
ら
な

い
。
と
り
わ
け
首
都
か
ら
離
れ
た
国
境
付
近
で
は
、
そ
の
国
民
で

あ
っ
て
も
、
領
域
国
家
の
中
央
政
府
に
よ
る
管
理
や
保
護
が
十
分
に

行
き
届
か
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
に
国
境
を
越
え
て
訪
れ

定
住
す
る
人
々
は
、
居
留
先
国
か
ら
も
出
身
国
か
ら
も
管
理
や
保
護

の
対
象
と
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

国
家
内
の
周
縁
部
で
は
、
そ
の
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
は
死
活
問

題
で
一
刻
も
早
い
解
決
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
解
決
し
う
る
権

限
や
資
源
を
持
つ
中
央
政
府
に
と
っ
て
は
優
先
順
位
が
低
く
、
そ
の

た
め
長
い
間
に
わ
た
っ
て
放
置
さ
れ
問
題
が
解
決
さ
れ
な
い
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
課
題
に
人
々
の
目
を
向
け
さ
せ
る
上
で
有
効
と

思
わ
れ
る
方
法
の
一
つ
に
、
国
際
社
会
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
は
現
場
の
事
情
に
応
じ
て
存
在
す
る
が
、
そ

れ
を
「
国
境
・
領
土
紛
争
」
や
「
災
害
」「
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
の
よ
う

な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
と
し
て
語
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
社
会

の
関
心
を
集
め
、
そ
の
結
果
と
し
て
中
央
政
府
に
よ
る
対
応
を
引
き

出
す
可
能
性
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
い
っ
た
ん
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ

シ
ュ
ー
と
し
て
語
ら
れ
、
中
央
政
府
や
国
際
社
会
に
よ
る
対
応
が
行

わ
れ
る
と
、
そ
こ
に
も
と
も
と
存
在
し
て
い
た
課
題
と
は
異
な
る
別

の
課
題
へ
の
対
応
も
入
り
込
む
こ
と
に
な
る
。

「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
兵
士
の
サ
バ
州
東
海
岸
へ
の
侵
入
事
件

も
、
そ
れ
が
「
国
境
・
領
土
紛
争
」
と
し
て
語
ら
れ
、
国
際
社
会
の

関
心
を
集
め
て
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
の
対
応
を
引
き
出
す
過
程
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

サ
バ
の
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
長
年
の
課
題
だ
っ
た
国
境
警

備
と
外
国
人
問
題
に
連
邦
政
府
が
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
、
地
元
住
民
も
外
国
人
も
含
め
、
身
の
危
険
を
感
じ
ず
に
暮
ら
せ

る
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
連
邦
政
府
も
、
サ
バ

州
の
有
権
者
の
支
持
を
得
て
政
権
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
国
境
警

備
を
増
強
し
、
周
辺
国
と
の
国
境
紛
争
に
備
え
る
方
向
で
対
応
で
き

た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
一
般
の
人
々
の
生
活
に
悪
い
影
響
が
出
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
と
り
わ
け
「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
と
民
族
的
に
同
じ
ス

ル
ッ
ク
人
は
、
サ
バ
社
会
に
お
い
て
厳
し
い
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
。
サ
バ
州
全
体
で
約
三
万
人
い
る
と
言
わ
れ
る
ス

ル
ッ
ク
人
の
文
化
団
体
は
、
侵
入
事
件
の
直
後
、
自
分
た
ち
は

「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
ス
ー
ル
ー
の
ス
ル
タ
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ン
に
よ
る
サ
バ
領
有
権
の
主
張
を
認
め
な
い
と
い
う
声
明
を
発
表
し

た
。
も
っ
と
も
、
役
人
や
議
員
の
よ
う
に
、
本
来
な
ら
こ
れ
ら
の
団

体
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
地
域
社
会
に
お
け
る
ス
ル
ッ
ク
人

の
生
活
環
境
の
改
善
に
取
り
組
む
べ
き
ス
ル
ッ
ク
人
の
多
く
は
、
自

分
が
ス
ル
ッ
ク
人
で
あ
る
こ
と
を
隠
そ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め

に
こ
れ
ら
の
団
体
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
せ
ず
、そ
の
た
め
ス
ル
ッ

ク
人
の
生
活
環
境
が
向
上
し
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
と
い
う
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
側
を
見
る
と
、
最
も
大
き
な
犠
牲
を
払
っ
た
ス
ー

ル
ー
諸
島
出
身
者
は
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平
の
過
程
へ
の
積
極
的
な
関

与
が
実
現
し
て
お
ら
ず
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平
が
実
現
し
て
も
周
縁
化

さ
れ
た
ま
ま
と
な
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
間
接
的
な

当
事
者
と
し
て
、
今
回
の
事
件
を
契
機
に
、
サ
バ
州
に
住
む
フ
ィ
リ

ピ
ン
系
住
民
は
厳
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
と
の
関
係
を
疑
わ
れ
て
職
を
失
っ
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
系
住
民
が
増
え
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
サ
バ
州
に
移

住
し
て
長
い
た
め
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
家
も
職
も
な
い
し
、
そ
れ
で

も
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
に
戻
っ
た
と
し
て
も
大
量
の
「
帰
郷
者
」
を
受
け

入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
社
会
が
混
乱
し
、
さ
ら
な
る
問
題
を
生
む
こ

と
に
な
る
。
サ
バ
州
に
長
期
滞
在
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
住
民
は
数
が

多
く
、
そ
の
保
護
の
た
め
に
サ
バ
州
は
サ
バ
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
領
事

館
を
置
く
こ
と
を
求
め
て
い
る
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
サ
バ
領
有
権
を

唱
え
て
い
る
た
め
に
領
事
館
を
置
く
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
た
め

フ
ィ
リ
ピ
ン
系
住
民
が
不
都
合
を
被
っ
て
い
る
状
況
は
改
善
さ
れ
て

い
な
い
。

ア
ジ
ア
系
で
あ
り
な
が
ら
特
定
の
国
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
な
い
た
め

に
「
ス
ー
ル
ー
」
と
名
付
け
た
の
が
『
ス
タ
ー
・
ト
レ
ッ
ク
』
制
作

者
の
意
図
だ
っ
た
が
、
観
客
が
親
し
み
を
湧
く
よ
う
に
特
定
の
国
と

結
び
付
け
ら
れ
、「
ス
ー
ル
ー
」
と
い
う
名
前
は
舞
台
裏
に
退
い

た
。
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
私
た
ち
自
身

が
日
々
の
暮
ら
し
を
営
む
の
と
同
時
に
、
報
道
・
研
究
や
他
の
情
報

源
を
通
じ
て
互
い
の
様
子
に
目
を
向
け
あ
う
存
在
で
も
あ
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
に
暮
ら
す
他
の
人
々
に
ど
の
よ
う
な
関
心
の
目
を
向

け
る
か
は
、
そ
の
人
々
が
自
分
た
ち
の
抱
え
る
課
題
を
ど
の
よ
う
な

形
で
世
界
に
訴
え
る
か
と
い
う
選
択
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
人

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
関
心
を
集
め
る
た
め
、
自
ら
が
抱
え
る
課

題
を
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
に
引
き
付
け
て
語
ろ
う
と
す
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
を
捉
え
る
上
で
は
、
そ
の
裏
に
ど
の
よ
う
な

地
域
の
事
情
が
あ
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
る
か
と
い
う

観
点
か
ら
見
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

◉
注

＊	

１	

一
九
九
〇
年
代
頃
ま
で
、
日
本
人
へ
の
サ
バ
州
紹
介
で
は
「
北
海

道
ぐ
ら
い
の
広
さ
の
土
地
に
札
幌
市
ぐ
ら
い
の
人
口
が
住
ん
で
い
る
と

こ
ろ
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
最
近
で
は
サ
バ
州
の
人
口
は
大
幅
に
増
え

て
お
り
、
本
稿
で
述
べ
る
よ
う
に
こ
の
人
口
増
加
は
今
回
の
事
件
と
密

接
な
関
わ
り
が
あ
る
。

＊	

２	

「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
兵
士
侵
入
事
件
の
経
緯
お
よ
び
報
道
内
容
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に
つ
い
て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
日
刊
紙
各
紙
（
全
国

紙
お
よ
び
サ
バ
州
の
地
元
紙
）
お
よ
び
二
〇
一
三
年
五
月
に
筆
者
が
サ

バ
州
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
で
サ
バ
州
政
府
関
係
者
に
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査

や
個
人
的
な
通
信
を
も
と
に
し
て
い
る
。

＊	

３	

当
初
は
こ
の
銃
撃
戦
で
市
民
一
人
も
巻
き
添
え
に
な
っ
て
死
亡
し

た
と
い
う
情
報
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
事
件
に
関
す
る
公
式
情
報
や
一
般

報
道
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

＊	

４	

独
立
以
前
の
サ
バ
の
歴
史
は
（T

regonning 1965

［1967

］; Ranjit 
2000

）
を
参
照
。

＊	

５	

当
時
、
こ
の
土
地
は
「
北
ボ
ル
ネ
オ
」（N

orth Borneo

）
と
呼

ば
れ
、
一
九
六
三
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
の
一
州

に
な
っ
た
と
き
に
「
サ
バ
」（Sabah

）
に
改
称
し
た
。
そ
の
た
め
一
九

六
三
年
ま
で
は
「
北
ボ
ル
ネ
オ
」
と
呼
ぶ
べ
き
だ
が
、
便
宜
上
、
本
稿

で
は
一
九
六
三
年
以
前
も
「
サ
バ
」
と
呼
ぶ
。

＊	

６	

北
ボ
ル
ネ
オ
会
社
が
ブ
ル
ネ
イ
の
ス
ル
タ
ン
か
ら
川
ご
と
に
統
治

権
を
買
っ
て
領
土
を
拡
大
し
た
様
子
は
（Black 1983

）
に
詳
し
い
。

＊	

７	

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
サ
バ
領
有
権
主
張
に
つ
い
て
マ
レ
ー
シ
ア
側
か
ら

書
か
れ
た
研
究
と
し
て
（M

ohd. A
riff 1988

）
が
あ
る
。

＊	

８	

一
九
五
〇
年
代
の
サ
バ
の
独
立
構
想
に
つ
い
て
は
（
山
本 

二
〇
〇

三
）
を
参
照
。

＊	

９	

「
ラ
ジ
ャ
ム
ダ
」
と
は
皇
太
子
の
意
味
だ
が
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ

て
は
「
副
王
」
と
訳
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

＊	

10	

日
本
語
や
英
語
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
こ
の
事
件
の
首
謀
者
を
「
キ
ラ

ム
三
世
」
と
書
く
も
の
が
あ
る
が
、
正
し
く
は
「
ジ
ャ
マ
ル
ル
・
キ
ラ

ム
三
世
」
で
あ
り
、「
キ
ラ
ム
三
世
」
は
適
切
で
は
な
い
。

＊	

11	

マ
レ
ー
シ
ア
側
の
報
道
で
はA

zzim
udie K

iram

、
フ
ィ
リ
ピ
ン

側
の
報
道
で
はA

gbim
uddin K

iram

と
書
か
れ
る
。

＊	

12	

州
に
よ
っ
て
は
「
ス
ル
タ
ン
」
の
称
号
を
用
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
ス
ル
タ
ン
ま
た
は
そ
れ
に
相
当
す
る
各
州
の
統
治
者
を
本
稿
で

は
「
ス
ル
タ
ン
」
と
呼
ぶ
。

＊	

13	

サ
バ
州
侵
攻
に
踏
み
切
る
前
に
、
ジ
ャ
マ
ル
ル
・
キ
ラ
ム
三
世
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
に
ス
ー
ル
ー
王
国
の
関
係
者
の
窮
状
を
訴
え
る
書
状

を
送
っ
て
い
た
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
側
か
ら
は
反
応
が
な
く
、
今
回

の
事
件
が
起
き
た
後
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
外
務

省
内
で
ほ
か
の
書
類
に
紛
れ
て
放
置
さ
れ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
と

い
う
。

＊	

14	

日
本
語
メ
デ
ィ
ア
や
研
究
書
に
よ
っ
て
は
「
人
民
同
盟
」「
人
民

連
盟
」
な
ど
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

＊	

15	

マ
レ
ー
シ
ア
の
二
〇
〇
八
年
総
選
挙
に
つ
い
て
は
（
山
本
編 

二
〇

〇
八
）
を
参
照
。

＊	

16	

ス
テ
フ
ァ
ン
の
経
歴
と
背
景
に
つ
い
て
は
（
山
本 

二
〇
〇
三
）

を
、
ス
テ
フ
ァ
ン
の
木
材
政
策
に
つ
い
て
は
（Lee 1976

）
を
参
照
。

一
九
九
四
年
に
い
た
る
サ
バ
州
政
治
に
つ
い
て
は
（Luping 1994

）

を
参
照
。

＊	

17	

ジ
ェ
フ
リ
ー
に
つ
い
て
は
（
山
本 

二
〇
一
〇
）
を
参
照
。

＊	

18	

大
使
館
・
領
事
館
が
作
ら
れ
、
一
人
一
人
の
外
国
人
が
パ
ス
ポ
ー

ト
を
所
持
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
犯
罪
は
減
る
し
争
い
も
簡
単
に
解
決
す

る
、
と
い
う
発
想
は
必
ず
し
も
現
実
的
で
な
い
面
が
あ
る
が
、
少
な
く

と
も
サ
バ
の
人
々
は
こ
の
二
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
発
想
は
、
サ
バ
社
会
が
も
と
も
と
穏
や
か
で
厳
し

い
争
い
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

＊	

19	

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
サ
バ
州
に
領
事
館
を
置
い
た
が
、
パ
ス
ポ
ー
ト
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を
持
た
ず
に
サ
バ
に
入
国
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
も
多
い
。
マ
レ
ー
シ

ア
政
府
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
た
な
い
外
国
人
を
い
っ
た
ん
出
国
さ

せ
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
っ
て
正
規
の
手
続
き
で
入
国
す
る
よ
う
に
と
時

お
り
送
還
作
戦
を
展
開
し
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
場
合
は
、

い
っ
た
ん
帰
国
し
て
も
ジ
ャ
ワ
島
な
ど
の
出
身
地
ま
で
戻
る
の
が
大
変

だ
し
、
戻
っ
て
も
複
数
の
役
所
を
ま
わ
ら
な
け
れ
ば
パ
ス
ポ
ー
ト
が
取

れ
な
い
た
め
、
結
局
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
ら
ず
に
サ
バ
州
に
戻
る
こ
と
が

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
境
付
近
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

パ
ス
ポ
ー
ト
発
給
に
必
要
な
関
連
部
署
を
集
め
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
作
り
、
一
カ
所
で
パ
ス
ポ
ー
ト
が
と
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作

る
よ
う
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
働
き
か
け
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
問

題
解
決
に
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

＊	

20	

こ
の
段
落
の
記
述
は
筆
者
の
一
九
九
〇
年
代
の
サ
バ
州
東
海
岸
で

の
調
査
に
基
づ
く
。

＊	

21	

な
お
、
警
察
に
よ
る
包
囲
と
投
降
の
呼
び
か
け
か
ら
軍
事
作
戦
に

転
換
す
る
上
で
、
三
月
一
日
の
銃
撃
戦
で
犠
牲
に
な
っ
た
二
人
が
半
島

部
出
身
の
マ
レ
ー
人
だ
っ
た
こ
と
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
も
し
こ
れ
が
サ
バ
州
出
身
者
だ
っ
た
と
し
て
も
、
連
邦
政
府

は
同
じ
よ
う
に
軍
事
作
戦
に
踏
み
切
り
、
そ
れ
に
対
し
て
国
民
（
と
く

に
半
島
部
マ
レ
ー
シ
ア
の
住
民
）
は
同
じ
よ
う
に
支
持
を
与
え
た
の
か

は
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。

＊	

22	

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
一
九
五
七
年
の
独
立
以
前
か
ら
マ
ラ
ヤ
共
産
党

が
主
要
な
国
家
の
敵
と
目
さ
れ
て
お
り
、
一
九
四
八
年
に
は
マ
ラ
ヤ
全

土
に
非
常
事
態
が
宣
言
さ
れ
た
。
非
常
事
態
は
一
九
六
〇
年
に
解
か
れ

た
が
、
同
年
施
行
さ
れ
た
国
内
治
安
法
（
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
は
主
に
共
産
主
義

ゲ
リ
ラ
か
ら
国
家
を
守
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
一
九
八
九
年
に

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
と
マ
ラ
ヤ
共
産
党
は
和
平
合
意
を
結
び
、
マ
ラ
ヤ
共

産
党
が
解
党
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
の
マ
ラ
ヤ
共
産
党

と
の
戦
い
は
正
式
に
幕
を
閉
じ
た
。
最
高
指
導
者
の
チ
ン
・
ペ
ン
は
生

前
の
マ
レ
ー
シ
ア
帰
国
が
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
死
後
も
葬
儀
や
埋
葬

の
場
所
を
め
ぐ
っ
て
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
議
論
に
な
る
こ
と
は
、
今
日

に
至
っ
て
も
マ
ラ
ヤ
共
産
党
と
の
戦
い
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
完
全
に
過
去

の
も
の
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
チ
ン
・
ペ
ン
の
死
を
も
っ
て
共
産
主
義
ゲ
リ
ラ
と

の
闘
争
に
お
け
る
完
全
勝
利
と
位
置
付
け
、
世
界
で
も
国
内
の
共
産
主

義
者
に
完
全
勝
利
し
た
の
は
マ
レ
ー
シ
ア
だ
け
で
あ
る
と
い
う
表
現
に

よ
り
国
威
発
揚
に
用
い
て
い
る
。

＊	

23	

「
ス
ー
ル
ー
王
国
軍
」
兵
士
侵
入
事
件
へ
の
対
応
と
し
て
、
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
は
、
サ
バ
州
東
部
に
位
置
す
る
ク
ダ
ッ
ト
、
サ
ン
ダ
カ
ン
、

ラ
ハ
ダ
ト
ゥ
、
セ
ン
ポ
ル
ナ
、
タ
ワ
ウ
の
五
つ
の
郡
を
対
象
と
す
る

「
サ
バ
州
東
部
治
安
司
令
部
」（
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
を
設
立
し
た
。
こ
の

対
象
地
域
に
は
、
ス
ー
ル
ー
諸
島
か
ら
は
か
な
り
離
れ
て
い
る
が
ス
プ

ラ
ト
リ
ー
諸
島
に
は
近
い
北
部
の
ク
ダ
ッ
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
。
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